
バ
ー
ト
ラ
ン
ド
・

　
　
　
　
一
意
味
論
・
存
在
論
の
見
地
か
ら
ー

ラ
ッ
セ
ル
の
記
述
理
論
形
成
の
過
程

野
　
　
本

和
　
幸
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論
理
的
構
文
論
上
で
は
、
記
述
理
論
と
は
、
指
承
句
山
Φ
口
。
臨
類
σ
q
℃
年
霧
Φ
・
記
述
出
盛
臼
ぢ
臨
§
が
命
題
関
数
と
そ
の
変
項
へ
の
一
般

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
玉
）

化
に
よ
り
文
脈
的
に
定
義
さ
れ
る
不
完
全
記
号
で
あ
る
こ
と
、
を
示
す
「
論
理
的
翻
訳
δ
α
頃
冒
鉱
霞
・
。
奮
賦
蔦
o
p
」
の
方
法
で
あ
る
。
だ
が
、

こ
の
記
述
理
論
の
、
意
味
論
的
・
存
在
論
的
意
義
に
つ
い
て
の
従
来
の
分
析
は
、
必
ず
し
も
妾
を
得
た
も
の
と
は
書
い
難
い
。
そ
の
主
た

る
理
由
の
一
つ
は
、
ラ
ッ
セ
ル
自
身
の
意
味
論
・
存
在
論
の
発
展
に
即
し
て
記
述
理
論
を
位
置
づ
け
る
作
業
が
不
充
分
で
あ
っ
た
こ
と
に

よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
小
論
…
は
、
『
数
学
の
諸
原
理
』
↓
勝
機
旨
9
辱
N
塁
。
、
ミ
職
き
馬
§
ミ
跨
恥
（
一
九
〇
三
年
）
（
以
下
『
諸
原
理
』
と
略
称
す
る
）
以
来
の
脈
絡
中
に

記
述
理
論
を
位
置
づ
け
、
『
諸
原
理
』
で
の
意
味
論
・
存
在
論
に
ラ
ッ
セ
ル
霞
身
が
い
か
な
る
困
難
を
幽
い
出
し
、
記
述
理
論
に
よ
り
そ

の
困
難
を
い
か
に
切
り
抜
け
よ
う
と
し
た
か
、
を
解
明
す
る
こ
と
を
目
指
す
。
か
か
る
基
礎
作
業
は
、
記
述
理
論
自
体
の
意
味
論
・
存
在

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

論
上
で
の
是
非
を
め
ぐ
る
論
争
の
吟
味
に
も
、
不
可
久
と
思
わ
れ
る
。

　
小
論
は
、
先
ず
『
諸
原
理
』
で
の
存
在
論
・
意
味
論
の
概
要
及
び
そ
れ
ら
に
ラ
ッ
セ
ル
自
身
の
難
い
出
し
た
困
難
を
追
跡
し
、
次
い
で

詑
述
理
論
の
解
決
法
と
そ
の
若
干
の
問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
。

　
註
I
B
・
ラ
ッ
セ
ル
の
著
書
・
論
文
名
は
、
参
考
文
献
中
の
略
号
に
従
う
。
そ
の
他
の
著
者
名
に
続
く
番
号
は
、
参
考
文
献
で
の
番
号
を
示
す
。

　
（
1
）
　
聾
霧
劉
〔
ご
℃
．
課
悼
．

バ
ー
ト
ラ
ン
ヂ
・
ラ
ッ
セ
ル
の
記
述
理
払
鋼
形
成
の
過
…
程

二
九
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（
2
）

哲
学
研
究
　
第
五
百
二
十
煕
号

≦
鎌
ρ
ω
碁
壽
g
”
〔
ド
リ
》
〔
b
。
O
〕
》

1

〔bひ

ｲ
…
留
露
量
口
G
。
〕
…
○
艮
g
”
〔
癖
〕
り
ご
＝
路
ざ
〔
お
〕
脚
属
g
ゲ
ぎ
曜
〔
δ
》

．
『
数
学
の
諸
原
理
』
で
の
存
在
論
と
そ
れ
か
ら
の
脱
出

三
〇

　
e
　
『
諸
原
理
』
で
の
ラ
ッ
セ
ル
の
存
在
論
は
、
大
略
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

　
思
惟
の
対
象
、
真
又
は
偽
の
任
意
の
命
題
中
に
現
わ
れ
、
「
一
」
と
算
え
ら
れ
る
も
の
、
雷
及
影
Φ
馨
ざ
郎
さ
れ
る
も
の
は
す
べ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
王
）

有
げ
Φ
ぎ
σ
q
を
も
ち
、
存
在
老
Φ
簿
謬
団
と
し
て
容
認
さ
れ
る
。
存
在
者
は
「
項
冨
H
ヨ
」
と
呼
ば
れ
、
命
題
の
論
理
的
主
語
と
な
り
、
不

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

変
不
滅
、
自
分
自
身
と
の
数
的
同
一
性
嵩
鶴
ヨ
興
冒
廃
置
9
薄
商
、
他
と
の
数
的
異
他
性
季
暫
く
窪
。
。
一
¢
を
も
つ
。
②
単
項
。
・
ぎ
覚
Φ
け
興
葺

に
は
、
「
も
の
導
駐
偽
」
と
「
概
念
q
§
ミ
慧
」
が
属
し
、
「
も
の
」
に
は
存
在
①
×
一
湾
窪
8
を
も
つ
存
在
者
の
み
な
ら
ず
、
神
話
や
フ
ィ
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

シ
ョ
ン
中
の
非
実
在
的
対
象
も
含
ま
れ
る
。
概
念
的
二
一
性
・
異
他
性
も
併
せ
も
ち
ρ
器
一
一
欝
臨
く
。
な
「
概
念
」
に
は
、
述
語
嘆
①
岳
。
霧
Φ

な
い
し
ク
ラ
ス
概
念
。
一
器
ω
6
昆
8
讐
と
、
（
内
包
的
）
関
係
完
帰
農
。
昌
が
属
し
、
論
理
的
定
項
一
〇
σ
q
8
既
o
o
憂
欝
導
も
又
「
概
念
」
と

　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

解
さ
れ
る
。
㈲
複
合
各
項
o
o
ヨ
覚
Φ
×
富
目
ヨ
に
は
、
統
一
と
し
て
の
全
体
毒
げ
。
冨
器
⊆
昆
磐
で
あ
る
命
題
鷲
O
b
塗
三
〇
ロ
と
、
集
積

と
し
て
の
全
体
≦
ゲ
9
Φ
器
9
σ
q
σ
q
お
σ
q
象
Φ
で
あ
る
一
と
し
て
の
ク
ラ
ス
。
ポ
ω
ω
器
。
琴
と
が
あ
り
、
命
題
は
は
っ
き
り
存
在
老
と
認
め

　
　
　
　
（
6
）

ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
多
と
し
て
の
ク
ラ
ス
。
ず
。
。
ω
器
ヨ
9
。
口
団
即
ち
項
の
数
的
連
言
以
外
に
、
一
と
し
て
の
ク
ラ
ス
を
存
在
者
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

認
め
る
べ
き
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
ラ
ッ
セ
ル
に
動
揺
が
み
ら
れ
る
。

　
O
　
や
が
て
ラ
ッ
セ
ル
は
、
こ
の
よ
う
な
存
在
論
に
は
、
「
い
か
ほ
ど
抽
象
的
な
研
究
に
お
い
て
も
保
持
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
実

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

在
感
覚
｛
Φ
Φ
躍
ロ
σ
q
h
鍵
お
巴
日
な
が
欠
け
て
い
る
」
と
し
て
、
廃
棄
を
宣
摩
す
る
こ
と
に
な
る
。
存
在
聖
上
の
か
か
る
転
換
は
、
マ
イ
ノ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

ン
グ
批
判
と
い
う
形
で
あ
ら
わ
れ
て
い
る
。
ω
「
ま
る
い
四
日
目
の
如
き
自
己
矛
盾
的
特
姓
を
も
つ
不
可
能
な
対
象
を
認
め
、
…
叫
か
か
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
グ
ジ
ス
テ
ン
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
0
1
）

対
象
に
、
単
に
脱
有
爵
義
ミ
。
偽
§
の
み
な
ら
ず
、
存
在
を
も
許
す
結
果
に
な
る
故
に
、
マ
イ
ノ
ン
グ
理
論
は
二
重
に
矛
盾
律
に
抵
触
す

る
と
い
う
の
が
、
ラ
ッ
セ
ル
の
マ
イ
ノ
ン
グ
批
判
の
骨
子
で
あ
る
。
だ
が
、
ラ
ッ
セ
ル
の
誤
解
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ω
矛
盾
律
は
現
実



473

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

的
及
び
可
能
的
鰐
象
に
の
み
適
用
さ
れ
、
脱
有
的
対
象
に
は
適
用
さ
れ
な
い
、
粉
不
可
能
な
対
象
は
存
在
を
要
求
し
な
い
。
ま
た
、
ま
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

い
四
角
し
と
い
っ
た
句
を
含
む
文
は
、
マ
イ
ノ
ン
グ
理
論
に
お
い
て
も
、
件
の
存
在
者
の
非
存
在
を
主
張
す
る
文
に
す
っ
か
り
変
換
し
う

（
1
3
）

る
、
従
っ
て
ラ
ッ
セ
ル
の
批
判
は
、
マ
イ
ノ
ン
グ
に
は
当
ら
ず
、
む
し
ろ
自
ら
の
『
諸
原
理
』
の
理
論
に
的
中
す
る
、
と
い
う
訳
で
あ
る
。

　
だ
が
そ
れ
に
し
て
も
脱
有
と
い
う
存
在
領
域
の
要
請
は
、
推
賞
さ
れ
る
べ
き
発
見
で
は
な
く
て
、
疑
わ
し
い
理
論
の
た
め
の
ミ
ぎ
q

な
工
夫
で
は
な
い
の
か
。
自
ら
の
『
諸
原
理
』
で
の
理
論
の
み
な
ら
ず
、
マ
イ
ノ
ン
グ
理
論
に
も
み
ら
れ
る
ひ
ど
く
人
口
稠
密
な
存
在
論

に
、
ナ
ッ
カ
ム
の
剃
刀
適
用
の
必
要
を
感
じ
た
と
い
う
の
が
、
ラ
ッ
セ
ル
の
本
旨
で
あ
ろ
う
。
現
在
の
フ
ラ
ン
ス
王
に
非
存
在
と
両
立
可

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
ン
ニ
ン
テ
イ
テ
イ

能
な
あ
る
稀
薄
な
実
在
性
を
も
た
せ
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
や
自
己
矛
盾
的
存
在
者
さ
ら
に
は
非
存
在
者
自
体
に
さ
え
客
観
的
地
位
を
認
め
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

恥
象
恥
賞
》
臨
ミ
§
詳
O
§
義
偽
ミ
と
い
っ
た
部
分
的
な
い
し
擬
似
的
存
在
な
る
曖
昧
な
存
在
領
域
を
設
定
す
る
こ
と
は
、
「
健
全
な
実
在
感

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

覚
ゆ
聴
。
げ
岳
θ
ω
①
房
⑦
o
隔
H
＄
口
齢
邑
と
背
馳
す
る
故
に
、
容
認
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
世
界
の
究
極
的
構
成
要
素
の
探
究
と
し
て
の
存
在
論
は
、
通
常
、
雷
語
の
論
理
的
構
造
と
の
相
関
に
お
い
て
構
想
さ
れ
て
き
た
し
、
『
諸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
テ
ク
　
　
ツ
ク

原
理
』
で
の
存
在
論
の
枠
組
も
そ
う
で
あ
っ
た
。
そ
れ
故
、
記
述
理
論
の
存
在
論
へ
の
貢
献
度
を
確
定
す
る
に
は
、
論
理
的
翻
訳
の
技
術

と
し
て
の
記
述
理
論
が
、
言
語
の
論
理
的
分
析
に
ど
の
よ
う
な
新
し
い
武
器
を
与
え
、
そ
れ
が
人
降
過
剰
気
味
の
存
在
論
の
ど
の
よ
う
な

局
薗
に
お
い
て
オ
ッ
カ
ム
の
剃
刀
適
用
を
可
能
に
し
た
か
、
を
明
ら
か
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
そ
れ
に
は
先
ず
、
ラ
ッ
セ
ル

の
意
味
論
上
の
転
換
を
解
明
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

　
（
支
）
　
殉
蕊
総
算
〔
㌧
O
ミ
ソ
㈱
ミ
鷺
や
お
・

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）

帖
ミ
罫
吻
劇
N
や
濠
．

凡
ミ
斜
吻
㎝
9
薯
噂
お
1
8

凡
ミ
3
甲
。
欝
β
P
×
く
∴
駄
．
室
Φ
∋
弁
ρ

汐
あ
絶
r
〔
、
（
）
ミ
〕
u
吻
。
。
鮒
℃
．
◎
。
餅

〔
路
ソ
℃
●
命
“
出
．

バ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
ラ
ッ
セ
ル
の
記
述
理
論
形
成
の
過
程

一一
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哲
学
研
究
　
第
五
善
二
十
照
号

（
6
）
　
凡
ミ
3
⑳
9
。
c
。
り
や
9
。
弥

（
7
）
　
野
本
〔
さ
っ
ω
〕
二
Ψ
酬
ソ
○
。
ム
ω
隙
ラ
ッ
セ
ル
が
こ
の
問
題
に
一
応
の
解
決
を
与
え
た
の
は
、

　
　
刈
樋
｛
．
当
℃
『
劉
解
r
ρ
ワ
μ
o
。
刈
瞥
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

（
8
）
ヵ
。
ω
ω
①
芦
〔
鬼
ミ
〕
も
し
①
ρ

（
9
）
響
。
。
。
。
Φ
拝
〔
O
U
〕
層
ワ
蕊
鯨

（
1
0
）
　
菊
二
。
。
ω
①
鼻
〔
図
①
く
冨
≦
》
℃
●
療
ω
り
・

（
1
1
）
　
≦
象
・
哨
ぎ
象
2
〔
①
ソ
Ω
臼
響
鱒
9
磐
y
〔
G
。
〕
甲
℃
ワ
這
O
－
も
。
9

（
1
2
）
　
ζ
⑳
ぎ
。
轟
－
〔
置
〕
り
ω
．
日
ご
○
襲
ジ
〔
G
。
〕
二
）
●
這
。
。
◎

（
1
3
）
　
O
冨
毎
》
〔
c
。
》
署
●
H
卜
⊃
o
。
－
㊤
．

（
1
4
）
　
＜
冠
Φ
．
し
ご
浮
〆
〔
H
ソ
悪
●
邸
心
日
山
い

（
5
ユ
）
　
汐
湧
亀
・
Q
勺
9
二
∪
．
ミ
ρ

三
二

〔
竃
｛
シ
℃
℃
”
。
。
一
h
更
に
［
N
リ
ミ
」
』
三
」
門
p
Ω
ピ
雰笈
ソ

π

．
『
数
学
の
諸
原
理
』
の
意
味
論

　
の
　
ラ
ッ
セ
ル
は
文
中
の
語
≦
o
同
餌
を
、
哲
学
的
文
法
℃
げ
臨
。
ω
o
℃
ぼ
o
g
。
一
α
Q
鑓
ヨ
ヨ
ゆ
同
の
見
地
か
ら
、
ω
華
甲
。
。
ロ
げ
ω
貯
⇔
臨
く
①
ω
、
㈲
形

　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
）

容
詞
、
…
斑
動
詞
に
区
分
す
る
。
C
D
に
は
通
常
の
文
法
で
い
う
固
有
名
や
空
間
、
時
問
、
物
質
と
い
う
本
来
即
実
詞
と
、
名
詞
化
さ
れ
た
形

　
　
　
（

容
詞
・
動
詞
と
い
う
派
生
的
実
詞
と
が
あ
り
、
文
の
主
語
と
な
る
。
が
、
働
、
鞠
は
主
語
に
な
ら
ず
、
断
定
器
ω
興
臨
。
類
の
綿
分
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
　
　
　
（
2
）

の
み
現
わ
れ
る
。

　
意
味
論
的
に
み
て
、
こ
の
時
期
の
ラ
ッ
セ
ル
の
考
え
の
際
だ
っ
た
特
徴
は
、
文
中
の
す
べ
て
の
語
が
固
有
名
寓
。
℃
醇
欝
ヨ
⑦
と
み
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
　
（
こ
の
名
前
㎝
般
養
諸
ぎ
α
q
2
。
瓦
と
し
て
の
最
広
義
で
の
固
有
名
を
以
後
「
固
有
名
㈹
翫
と
呼
ぶ
。
）
つ
ま
り
文
中

の
す
べ
て
の
語
は
、
「
固
有
名
回
し
と
し
て
、
あ
る
存
在
者
を
指
す
§
ミ
ら
ミ
％
本
来
的
実
事
（
こ
れ
も
又
固
有
名
と
呼
ば
れ
て
お
り
、
以
後
「
圃



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
有
名
㈲
偏
と
記
す
）
は
、
「
も
の
し
を
指
し
、
他
の
す
べ
て
の
語
（
派
生
的
実
詞
、
形
容
調
、
動
詞
）
は
「
概
念
し
を
指
す
。
か
く
て
守
ミ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　
ら
ミ
旨
晦
§
S
こ
。
、
§
§
§
ひ
q
と
呼
ば
れ
て
よ
い
よ
う
な
意
味
論
的
原
説
G
D
「
文
中
に
現
わ
れ
る
す
べ
て
の
語
は
、
あ
る
意
味
砺
§
蕊

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
　
ヨ
①
舅
ぎ
α
q
を
も
た
ね
ぽ
な
ら
な
い
」
（
イ
タ
リ
ッ
ク
は
ラ
ッ
セ
ル
）
「
語
は
す
べ
て
そ
れ
ら
が
自
分
以
外
の
な
に
か
を
表
示
す
る
ω
8
鼠
｛
o
H

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
　
記
尉
7
7
で
あ
る
と
い
う
単
純
な
意
味
で
、
意
味
を
も
つ
」
が
立
て
ら
れ
て
い
る
Q
こ
の
原
則
中
の
「
意
味
露
Φ
き
ぎ
σ
q
」
は
（
こ
れ
は
心
理

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
　
的
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
）
、
語
の
指
す
項
即
ち
「
も
の
」
と
門
概
念
」
と
い
う
存
在
者
に
他
な
ら
な
い
℃
指
す
と
い
う
こ
と
斗
§
ミ
営
恥

　
　
は
、
雷
語
的
表
現
と
存
在
者
と
の
間
の
、
意
味
論
的
関
係
で
あ
る
。
　
（
以
後
、
指
さ
れ
る
も
の
§
ミ
§
馬
§
と
し
て
の
意
味
を
、
「
意
味
ω
」
と

　
　
（
9
）

　
　
記
す
。
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
　
　
¢
⇒
　
英
語
で
ミ
卵
蝕
§
ぎ
§
8
3
8
§
な
譜
に
よ
っ
て
冠
頭
さ
れ
る
複
合
的
書
語
表
現
は
、
指
示
句
山
Φ
口
。
誌
口
ぴ
q
筈
鎚
ω
①
と
呼
ば

　
　
れ
る
が
、
こ
の
指
示
句
に
関
す
る
ラ
ッ
セ
ル
の
意
味
論
に
は
特
異
な
錯
綜
が
み
ら
れ
る
。
ラ
ッ
セ
ル
は
、
一
般
に
指
示
句
が
「
心
添
概
念

　
　
伽
①
p
o
臨
類
σ
q
o
8
8
讐
」
と
い
う
あ
る
抽
象
的
存
在
者
を
指
す
、
と
み
な
す
。
例
え
ば
⇔
嵩
ヨ
。
⇒
と
い
う
指
示
句
は
ミ
N
§
§
と
い
う

　
　
「
ク
ラ
ス
の
概
念
8
琴
①
讐
O
隔
鮎
器
の
」
を
指
す
。
従
っ
て
指
示
句
の
「
意
味
ω
」
は
、
「
指
示
概
念
」
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
ラ
ッ
セ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
　
は
、
フ
レ
ー
ゲ
の
ω
ぎ
⇒
を
露
舘
p
ぎ
ぴ
q
と
翻
訳
し
、
そ
れ
を
霞
分
の
「
概
念
そ
の
も
の
o
o
コ
8
讐
¢
。
の
雲
。
げ
」
即
ち
「
指
示
概
念
」
と

　
　
ほ
ぼ
等
価
と
み
な
し
た
。
つ
ま
り
ω
一
嘗
と
し
て
の
意
味
（
以
後
「
意
味
⑧
」
と
記
す
）
は
、
指
示
句
の
指
す
「
指
示
概
念
」
に
他
な
ら
ず
、

　
　
「
意
味
⑧
」
は
「
意
味
ω
篇
の
一
種
に
す
ぎ
な
い
が
、
「
指
示
概
念
し
と
い
う
特
異
な
複
合
的
概
念
が
フ
レ
ー
ゲ
と
の
連
関
で
際
だ
た
せ

　
　
ら
れ
て
い
る
。
か
く
て
「
導
鳴
に
よ
っ
て
概
念
か
ら
導
来
さ
れ
た
圃
有
名
の
み
が
旨
①
。
。
鄭
ぎ
ひ
q
を
も
っ
と
…
追
わ
れ
う
る
の
で
あ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
　
㍉
o
ぎ
と
い
う
よ
う
な
語
は
旨
①
舞
ぎ
α
q
な
し
に
指
す
よ
う
に
み
え
る
」
（
指
示
句
と
し
て
の
固
有
名
を
以
後
「
國
有
名
㈹
」
と
記
す
）
し
、
概

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
　
念
を
指
す
固
有
名
も
ま
た
「
な
ん
ら
明
確
な
ヨ
＄
艮
p
ぴ
q
を
も
っ
こ
と
な
し
に
概
念
を
指
す
。
」
こ
の
引
用
文
中
の
善
所
p
ぎ
σ
q
は
「
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
　
味
⑧
二
つ
ま
り
「
指
示
概
念
」
と
解
さ
れ
る
。
ラ
ッ
セ
ル
の
考
え
で
は
、
「
意
味
⑧
し
を
も
つ
の
が
指
示
句
の
み
で
あ
る
の
は
当
然
な
の

　
　
で
あ
る
。

754　
　
　
　
　
　
バ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
ラ
ッ
セ
ル
の
記
述
理
論
形
成
の
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
三
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哲
学
研
究
　
第
三
百
二
十
四
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

　
⇔
さ
て
と
こ
ろ
で
ラ
ッ
セ
ル
は
、
「
指
示
概
念
」
が
命
題
中
に
現
わ
れ
て
も
、
そ
の
「
指
示
概
念
」
が
命
題
の
論
理
的
主
語
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

こ
と
を
否
定
す
る
。
　
「
私
は
そ
の
男
島
。
導
鎚
に
会
っ
た
」
と
い
う
文
の
表
現
す
る
命
題
は
、
「
指
示
概
念
」
縣
ぎ
§
§
「
に
か
か
わ
る

暮
。
ミ
の
で
は
な
く
、
そ
れ
と
は
全
く
異
る
対
象
に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
一
般
に
概
念
に
で
は
な
く
、
一
つ
の
項
な
い
し
項
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

複
合
体
に
か
か
わ
っ
て
い
る
。
」
（
イ
タ
リ
ッ
ク
は
ラ
ッ
セ
ル
。
）
こ
の
命
題
の
論
理
的
主
語
は
、
あ
る
具
体
的
な
特
定
の
男
で
あ
る
。
こ
の
よ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

う
に
あ
る
概
念
を
用
い
て
概
念
で
な
い
と
こ
ろ
の
「
も
の
」
を
表
わ
し
自
著
茜
9
笛
、
記
述
す
る
α
Φ
。
。
o
ほ
げ
①
こ
と
を
、
指
示
す
る
§
§
鷺

　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

と
、
ラ
ッ
セ
ル
は
呼
ぶ
。
　
「
指
示
概
念
」
は
、
指
示
作
用
鐸
＄
9
ぎ
σ
q
と
い
う
こ
の
特
性
を
も
つ
故
に
、
そ
れ
自
身
の
論
理
的
本
性
上
表

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

象
的
。
・
団
ヨ
げ
。
欝
で
あ
る
。
　
「
指
示
概
念
」
の
み
が
、
非
心
理
的
で
論
理
的
な
意
味
δ
α
q
皆
巴
白
o
o
口
冨
ぴ
q
を
も
つ
。
か
く
て
指
示
作
用

は
、
「
指
示
概
念
」
と
い
う
抽
象
的
存
在
者
と
具
体
的
な
「
も
の
」
と
の
間
に
成
り
立
つ
奇
妙
な
意
味
論
的
関
係
で
あ
る
。
「
指
示
概
念
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

の
み
が
も
っ
と
こ
ろ
の
論
理
的
意
味
即
ち
指
示
体
譜
濤
9
§
§
と
し
て
の
意
味
を
、
以
後
「
意
味
ω
」
と
呼
ぶ
と
、
こ
こ
に
言
わ
ば
b
§
o
－

§
偽
翠
。
ミ
。
、
ミ
鮮
§
§
晦
と
呼
ば
れ
て
よ
い
よ
う
な
意
味
論
的
原
則
働
「
『
指
示
概
念
』
は
『
意
味
ω
』
を
も
つ
」
が
立
て
ら
れ
て
い

る
こ
と
に
な
る
。

　
⑳
　
　
か
く
て
『
諸
原
理
』
で
は
、
い
く
つ
か
の
意
味
の
固
有
名
那
ち
「
固
有
名
詰
り
」
、
「
固
有
名
㈲
篇
、
「
固
有
名
ω
」
の
使
い
分
け
が
行

わ
れ
、
ま
た
い
く
つ
か
の
種
類
の
意
味
つ
ま
り
「
意
味
ω
」
（
ぎ
象
。
⇔
島
。
昌
）
、
「
意
味
⑧
」
（
ω
ぎ
昌
）
、
「
意
味
⑥
」
（
伽
Φ
づ
。
富
畝
。
昌
）
が
考
え

ら
れ
て
お
り
、
こ
の
時
期
の
意
味
論
は
以
下
の
如
く
に
ま
と
め
ら
れ
よ
う
。

　
ω
文
中
の
す
べ
て
の
語
（
「
固
膚
名
0
⇒
偏
）
は
、
「
意
味
ω
」
を
も
ち
、
＠
本
来
的
実
詞
（
「
固
有
名
㈲
し
）
の
「
意
味
ω
」
は
「
も
の
」
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

㈲
そ
の
他
の
語
の
「
意
味
ω
」
は
「
概
念
」
、
弼
但
し
、
指
示
句
（
「
固
有
名
⑥
」
）
の
「
意
味
ω
」
は
フ
レ
ー
ゲ
の
ω
ぎ
口
と
の
対
応
で

特
別
「
意
味
⑧
」
と
さ
れ
る
。
　
「
指
示
概
念
」
で
あ
る
「
意
味
⑧
」
を
「
固
有
名
⑥
」
以
外
の
「
固
有
名
0
⇒
」
が
も
た
な
い
の
は
当
然
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

あ
る
。
か
く
て
言
語
的
表
現
と
そ
の
対
象
と
の
関
係
は
指
す
こ
と
§
§
ミ
匙
ぴ
q
に
尽
き
、
「
文
中
の
す
べ
て
の
語
は
、
『
意
味
ω
』
を
も
つ
」

と
い
う
意
味
論
的
原
則
①
が
立
て
ら
れ
る
。
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し
　
し
　
し
　
し

　
轡
他
方
、
「
指
示
概
念
」
と
い
う
抽
象
的
存
在
者
と
「
も
の
」
と
の
間
に
は
指
示
作
用
譜
自
叙
轟
と
い
う
特
異
な
露
里
が
あ
り
、
「
『
指

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

示
概
念
』
は
そ
の
指
示
体
で
あ
る
『
意
昧
⑥
』
を
も
つ
」
と
い
う
別
種
の
意
味
論
的
原
則
1
1
が
立
て
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
（
1
）
　
「
空
間
、
暗
間
、
物
質
」
と
い
う
の
は
奇
妙
な
言
い
方
で
あ
る
が
、
敢
え
て
推
測
す
れ
ば
、
「
こ
こ
」
、
「
今
」
、
「
こ
れ
」
等
の
自
己
中
心
語
罐
？

　
　
　
8
艮
臥
。
≦
O
践
。
ゆ
の
意
か
。

　
（
2
）
寄
馨
詳
〔
、
9
δ
あ
登
唱
●
合
釦

　
（
3
）
§
職
‘
魯
鷺
滋
鰐
》
あ
蒔
刈
①
ら
・
8
卜
。
頓

　
（
4
）
　
純
粋
な
形
容
詞
や
動
詞
が
「
概
念
」
を
濁
す
固
有
名
と
し
て
扱
わ
れ
る
こ
と
は
奇
妙
な
感
を
与
え
る
。
実
際
ラ
ッ
セ
ル
も
工
沁
「
概
念
」
を

　
　
　
　
「
項
と
し
て
の
概
念
8
嵩
8
讐
g
。
ψ
襲
ヨ
」
と
「
概
念
そ
の
も
の
8
諮
8
讐
器
。
・
二
〇
ど
と
に
区
鋼
す
る
（
〔
、
O
魯
噂
置
足
P
ワ
轟
①
）
。
が
ラ
ッ
セ
ル

　
　
　
は
、
こ
の
区
別
を
、
「
概
念
」
に
園
有
の
ぎ
巳
葛
陶
。
存
在
論
的
な
区
鋼
で
は
な
く
て
、
外
在
的
①
×
［
興
葛
引
文
脈
酌
区
崩
に
す
ぎ
な
い
と
す
る
。
詳

　
　
　
し
く
は
、
野
本
〔
b
⇔
G
o
ソ
矧
・
鱗
参
照
o

AAAAAAAAAAAA16　15　14　13　12　11　10　9　8　7　6　5

Ll　VV　LI　VVVV　VI　L一　VV
男
島
給
罫
〔
、
○
茜
u
吻
轟
◎
。
噂
マ
濠
楡

隷
ミ
‘
吻
似
9
ワ
お
・

尊
馬
“
り
吻
α
ど
Ψ
蒔
刈
・

蓼
ミ
。

o
断
・
O
霧
。
り
凶
員
〔
G
Q
〕
曽
℃
●
b
σ
α
8

殉
岳
紅
r
〔
㌧
0
3
り
吻
㎝
。
。
》
ワ
α
①
．

軌
ミ
罫
》
℃
窮
注
謬
♪
吻
ミ
◎
噂
．
α
8
．

導
ミ
．

キ
ャ
ツ
シ
ン
は
、
〔
ω
H
℃
℃
●
鳴
①
O
l
μ
で
、
こ
の
白
玉
昌
窪
σ
Q
を
「
意
味
④
」
と
解
し
て
い
る
が
、
前
後
の
文
脈
か
ら
み
て
疑
わ
し
い
。

拶
島
紹
詳
鴇
○
さ
鳩
吻
①
ρ
ワ
黛
．
こ
こ
で
の
「
項
8
門
馬
」
の
用
法
は
「
も
の
夢
ぎ
σ
q
」
と
同
義
で
あ
る
○

命
麺
の
憲
語
は
二
つ
以
上
あ
っ
て
も
よ
い
。
〔
㌔
（
）
魯
吻
お
P
や
陵
①
．

尊
ミ
‘
吻
α
9
や
α
ω
●
儀
Φ
欝
9
①
が
既
に
二
つ
の
ニ
ュ
ア
ン
ス
を
異
に
す
る
痔
ω
閂
σ
q
箒
讐
。
と
伽
①
蓉
嵩
ぼ
と
い
う
語
で
副
い
換
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

パ
：
ト
ラ
ン
ド
・
ラ
ッ
セ
ル
の
記
述
理
論
形
成
の
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

三
五
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哲
学
研
究
　
　
第
五
頁
二
十
・
四
ロ
写
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
二
六

　
　
は
、
揺
示
句
の
意
味
論
的
機
能
の
二
重
性
を
示
唆
す
る
も
の
と
し
て
注
漫
さ
れ
て
よ
い
。

（
1
7
）
　
尊
㌧
智
》
㈱
α
お
や
鹸
N

（
1
8
）
　
霜
N
鞍
鼻
聲
ミ
》
矯
遷
”
3
砺
9
蕊
》
簿
恥
が
冠
頭
さ
れ
る
「
指
示
概
念
翫
の
各
翠
黛
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
、
諸
項
の
数
的
連
…
冨
、
命
題
的
連
言
、

　
　
雷
、
変
項
選
言
、
定
項
選
　
灘
、
単
一
の
確
定
項
、
で
あ
る
。
（
辱
ミ
ニ
吻
q
？
①
ρ
①
ω
一
唱
℃
．
㎝
“
1
①
ρ
①
b
σ
“
）

変
項
連

H

．
『
諸
原
理
』
の
意
味
論
批
判

　
e
　
だ
が
『
諸
凍
土
』
の
意
味
論
に
は
重
大
な
難
点
が
認
め
ら
れ
る
。
記
述
理
論
形
成
の
背
景
に
は
、
存
在
論
上
の
転
換
と
な
ら
ん
で
、

『
諸
原
理
』
で
の
意
味
論
の
難
点
克
服
と
い
う
課
題
が
あ
っ
た
。
　
『
諸
原
理
』
中
の
意
味
論
か
ら
記
述
理
論
へ
の
か
か
る
重
大
な
意
味
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

上
の
転
回
点
を
、
私
は
「
指
示
作
用
に
つ
い
て
○
口
U
9
2
冒
σ
q
」
（
一
九
〇
五
年
）
と
い
う
有
名
な
論
文
中
の
四
八
頁
～
五
一
頁
の
議
論

に
認
め
る
。
以
下
こ
の
論
文
を
〔
○
一
）
〕
と
略
称
し
、
問
題
の
議
論
の
箇
所
を
〔
O
O
〕
（
逆
も
と
記
す
。

　
さ
て
件
の
〔
O
U
〕
（
み
・
．
『
）
で
の
ラ
ッ
セ
ル
の
批
判
が
誰
に
む
け
ら
れ
て
い
る
の
か
を
め
ぐ
り
論
争
が
あ
る
G
従
来
、
ω
こ
の
議
論
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

フ
レ
ー
ゲ
批
判
で
あ
っ
て
、
し
か
も
混
く
の
的
は
ず
れ
で
あ
る
と
の
説
が
有
力
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
、
旬
P
・
T
・
ギ
…
チ
は
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

の
批
判
が
『
諸
原
理
』
の
理
論
に
向
け
ら
れ
て
い
る
と
主
張
し
、
C
・
£
・
キ
ャ
ッ
シ
ン
が
こ
の
方
向
で
詳
し
い
論
証
を
行
な
っ
た
。

　…m

ｼ
方
、
R
・
イ
ェ
ー
ガ
ー
は
、
ラ
ッ
セ
ル
の
『
諸
原
理
』
の
理
論
と
フ
レ
ー
ゲ
の
理
論
の
綜
合
と
し
て
の
、
、
閃
お
σ
Q
Φ
肉
⊆
ω
ω
①
犀
ヨ
①
2
。
鉱
旨
σ
q
＼

（　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

山
Φ
ロ
。
＄
鉱
§
昏
①
ω
δ
、
．
（
閃
肉
6
）
の
批
判
で
あ
る
と
主
張
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

　
C
り
の
説
の
第
一
の
難
点
は
、
〔
O
U
〕
（
。
、
『
）
に
は
フ
レ
ー
ゲ
の
名
が
一
度
も
言
及
さ
れ
て
お
ら
ず
、
文
献
上
の
直
接
の
支
持
が
な
い
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

と
で
あ
る
。
ω
の
説
の
根
拠
と
し
て
は
、
そ
こ
で
、
ラ
ッ
セ
ル
が
先
行
の
箇
所
で
フ
レ
ー
ゲ
の
　
ω
ぢ
づ
＼
切
Φ
輪
転
§
σ
q
に
、
ヨ
＄
註
づ
σ
q
＼

山
の
口
。
富
ユ
。
賛
の
訳
語
を
当
て
て
お
り
、
〔
O
U
〕
（
避
蟄
）
で
の
ヨ
＄
め
ぎ
σ
q
＼
伽
⑦
旨
。
畠
甑
○
講
の
用
法
も
、
ω
ぎ
昌
＼
ゆ
Φ
自
①
ロ
警
部
σ
q
の
用
法
と
厳

密
に
パ
ラ
レ
ル
と
と
れ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。
だ
が
『
諸
原
理
』
で
は
、
フ
レ
！
ゲ
の
ω
首
β
＼
じ
d
o
仏
①
馨
⊆
類
σ
q
が
導
①
鴛
ぎ
σ
q
＼
幽
9
9



　
　
鐙
鎌
§
に
近
い
こ
と
を
認
め
っ
つ
も
、
フ
レ
ー
ゲ
の
い
鳴
譜
ミ
§
と
う
ヅ
セ
ル
の
穗
き
欝
と
の
重
大
な
相
違
に
留
意
し
て
、
フ
レ
ー
ゲ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

　
　
切
Φ
鳥
Φ
q
欝
嵩
ぴ
q
の
訳
語
と
し
て
は
む
し
ろ
腰
当
＄
菖
◎
け
が
と
ら
れ
て
い
た
。
ま
た
〔
O
U
〕
（
逆
蟄
）
で
は
、
舅
＄
昌
ぎ
σ
q
が
窪
Φ
昌
0
3
自
。
口

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

　
　
を
指
示
す
る
儀
Φ
ぎ
8
と
い
う
論
理
的
関
係
ご
腹
ら
ミ
お
鑓
怠
8
が
明
㎜
…
…
…
悶
さ
れ
て
い
る
の
を
は
じ
め
、
後
述
の
如
く
『
諸
原
理
』
の
か
の

　
　
特
異
な
指
窓
作
用
戸
倉
○
江
p
σ
q
を
前
提
す
れ
ぽ
〔
O
U
〕
（
幽
・
。
『
）
の
有
意
味
な
解
釈
が
可
能
で
あ
り
、
か
っ
そ
う
し
て
は
じ
め
て
了
解
で

　
　
き
る
議
論
の
全
体
的
運
び
と
な
っ
て
い
る
。
従
っ
て
議
論
の
実
際
は
、
純
粋
な
フ
レ
ー
ゲ
批
判
と
は
み
な
し
え
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
　
　
だ
が
切
の
説
を
採
る
と
し
て
も
、
ラ
ッ
セ
ル
が
『
諸
原
理
』
で
の
用
法
を
破
っ
た
使
用
を
し
て
い
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
従
っ
て
、

　
　
　
　
　
（

　
　
ラ
ッ
セ
ル
が
フ
レ
～
ゲ
説
を
全
く
念
頭
に
お
か
ず
に
、
専
ら
『
諸
原
理
』
の
意
味
論
に
か
か
わ
っ
て
い
る
の
み
だ
と
は
言
え
ぬ
。
そ
れ
で

　
　
　
　

　
　
は
磁
の
説
が
正
し
い
の
か
。
だ
が
イ
ェ
ー
ガ
ー
説
は
、
「
指
示
的
複
合
体
ユ
窪
。
魯
ぎ
σ
q
8
露
鉱
㊦
x
」
の
あ
る
特
異
な
解
釈
に
基
い
て
お
り
、

　
　
　
（

　
　
そ
れ
に
従
う
と
ラ
ッ
セ
ル
は
、
フ
レ
ー
ゲ
説
に
も
『
諸
原
理
』
に
も
対
応
物
の
な
い
「
指
示
的
複
合
体
」
と
い
う
得
体
の
知
れ
ぬ
も
の

　
　
（
と
イ
ェ
ー
ガ
ー
は
み
な
す
）
を
導
入
し
、
こ
れ
を
欝
ら
否
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
フ
レ
ー
ゲ
説
で
も
『
諸
原
理
勧
の
意
味
論
で
も
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

　
　
肇
男
8
を
打
倒
し
て
い
る
ド
ソ
・
キ
ホ
ー
テ
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
だ
が
、
私
は
「
指
示
的
複
合
体
」
が
「
意
味
を
指
示
す
る
も
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
　
鋳
¢
。
け
≦
露
。
げ
篇
①
口
。
富
ω
勲
ヨ
＄
づ
館
α
q
」
に
他
な
ら
な
い
と
す
る
イ
ェ
ー
ガ
ー
の
解
釈
は
誤
ま
り
と
み
な
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

　
　
　
そ
れ
で
は
〔
O
O
〕
で
は
じ
め
て
登
場
す
る
「
指
宿
約
複
合
体
」
と
は
、
㈲
指
示
句
、
ω
ω
Φ
霧
Φ
（
糞
①
舞
ぎ
σ
q
）
、
㈹
「
指
示
概
念
」
の
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

　
　
い
ず
れ
で
あ
る
の
か
。
結
論
的
に
雷
え
ば
、
私
は
キ
ャ
ッ
シ
ソ
と
共
に
、
「
指
示
的
複
合
体
」
が
『
諸
原
理
』
で
の
「
意
味
⑧
狐
つ
ま
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
ユ
）

　
　
「
指
示
概
念
」
に
他
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

　
　
　
と
こ
ろ
で
、
〔
○
一
）
〕
で
の
ラ
ッ
セ
ル
の
用
語
法
の
混
乱
は
、
単
に
ラ
ッ
セ
ル
の
不
注
意
と
い
う
よ
り
は
む
し
ろ
、
彼
が
『
諸
原
理
』
の

　
　
理
論
の
み
な
ら
ず
フ
レ
ー
ゲ
説
を
も
同
時
に
批
判
し
う
る
と
考
え
て
い
た
こ
と
を
示
す
と
思
わ
れ
る
。
だ
が
〔
○
∪
〕
（
吟
・
．
爺
）
が
フ
レ
ー

　
　
ゲ
批
判
の
意
図
を
含
む
と
す
る
と
、
A
・
チ
ャ
ー
チ
や
R
・
バ
ト
ラ
！
の
指
摘
し
た
如
く
、
ラ
ッ
セ
ル
は
フ
レ
ー
ゲ
の
慎
重
に
区
別
し
た
、

　
　
表
現
の
使
用
霧
Φ
と
欝
及
ヨ
の
出
路
。
旨
を
混
同
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
表
現
の
6
0
ぎ
降
及
び
し
d
亀
Φ
暮
⊆
難
σ
q
と
は
区
劉
さ
れ
た
表
現

794　
　
　
　
　
　
バ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
ラ
ッ
セ
ル
の
記
述
理
論
形
成
の
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七
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哲
学
研
究
　
第
五
百
二
十
四
号
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

自
体
へ
の
記
法
を
導
入
す
れ
ば
、
ラ
ッ
セ
ル
の
批
判
は
消
滅
す
る
で
あ
ろ
う
。
指
示
句
に
関
し
て
は
、
フ
レ
ー
ゲ
の
ω
寄
口
が
ラ
ッ
セ
ル

の
「
意
味
⑧
」
に
対
応
す
る
と
し
て
も
、
フ
レ
ー
ゲ
に
は
、
ラ
ッ
セ
ル
の
非
難
を
忌
避
す
る
途
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
従
っ
て
〔
O
U
〕

（幽

E。

Q
）
は
、
フ
レ
ー
ゲ
批
判
と
し
て
は
当
ら
な
い
。
だ
か
ら
と
薔
っ
て
し
か
し
こ
の
箇
所
に
意
味
が
な
い
の
で
は
な
く
、
単
に
ラ
ヅ
セ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ

ル
の
副
次
的
な
思
惑
が
は
ず
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
。
逆
に
〔
O
U
〕
（
応
。
。
猷
）
の
実
質
的
批
判
は
、
『
諸
原
理
』
の
意
味
論
に
的
中
す
る
こ

と
を
明
確
に
摘
出
す
べ
き
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
従
っ
て
、
私
は
原
則
的
に
は
恥
の
説
の
ギ
ー
チ
や
キ
ャ
ッ
シ
ソ
に
同
意
し
、
〔
O
U
〕
（
避
凱
一
）
の
ヨ
Φ
。
・
づ
ぎ
α
q
＼
儀
Φ
瓢
○
富
鉱
§
は
、
『
婦
警

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

理
』
に
お
け
る
指
示
句
を
め
ぐ
る
ヨ
象
＄
臨
2
（
「
意
味
⑧
」
）
裁
窪
0
3
臨
。
切
と
厳
密
に
パ
ラ
レ
ル
で
あ
る
と
み
な
す
。
か
く
て
私
も
、

〔
O
U
〕
（
㌫
・
。
『
）
が
指
示
句
に
関
す
る
『
諸
原
理
』
の
意
味
論
に
対
す
る
ラ
ッ
セ
ル
自
身
の
自
己
批
判
で
あ
り
、
『
諸
原
理
』
の
理
論
か
ら

記
述
理
論
へ
の
意
味
論
上
の
重
大
な
転
換
点
を
示
す
も
の
と
解
す
る
。

　
◎
　
さ
て
、
〔
O
O
〕
（
ら
。
。
≧
）
の
議
論
に
つ
い
て
の
私
の
解
釈
を
提
示
し
よ
う
。
そ
れ
に
は
先
ず
、
そ
の
暗
黙
の
前
提
を
な
し
て
い
る

『
諸
原
理
』
で
の
、
指
示
句
に
関
す
る
意
味
此
上
の
論
点
を
再
確
認
し
て
お
か
ね
ぽ
な
ら
な
い
。

　
ω
指
示
句
は
、
「
意
味
⑧
」
つ
ま
り
「
指
示
概
念
」
を
指
す
貯
象
。
舞
①
。

　
街
そ
の
「
意
味
⑧
し
は
、
「
意
味
⑥
」
つ
ま
り
「
指
示
体
侮
①
⇔
o
毒
死
§
」
を
指
示
す
る
鳥
Φ
旨
0
8
。

　
只
　
…
斑
轡
及
旨
窪
手
8
で
き
る
も
の
は
す
べ
て
存
在
者
で
あ
る
か
ら
、
表
現
を
何
か
を
指
す
た
め
に
使
用
す
る
霧
Φ
こ
と
な
し
に
、
た
だ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

そ
の
表
現
に
窩
及
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

　
忌
門
指
示
概
念
」
が
命
題
中
に
登
場
す
る
場
合
、
そ
の
命
題
は
、
そ
の
「
指
示
概
念
」
に
つ
い
て
で
は
な
く
、
そ
の
「
指
示
体
」
に
つ

　
（
い
て
か
か
わ
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
そ
の
命
題
の
論
理
的
主
語
は
「
指
示
体
」
で
あ
る
。

　
さ
て
ラ
ッ
セ
ル
の
直
薗
し
た
問
題
は
こ
う
で
あ
る
。
「
意
味
」
（
「
意
味
⑧
」
）
と
「
指
示
体
し
と
を
区
別
す
る
以
上
、
常
に
「
指
示
体
」

と
は
全
く
独
立
に
、
「
意
味
」
に
つ
い
て
語
り
う
る
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
だ
が
「
『
意
味
』
と
『
指
示
体
』
と
の
結
合
を
保
持
し
つ



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

　
　
つ
、
同
時
に
そ
の
両
者
が
全
く
同
一
と
化
す
る
こ
と
を
阻
止
す
る
こ
と
に
は
成
功
し
え
な
い
。
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
王
2
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

　
　
　
何
故
で
あ
る
か
。
ラ
ッ
セ
ル
の
議
論
に
つ
い
て
の
私
の
解
釈
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。
（
ラ
ッ
セ
ル
に
従
い
、
．
．
Q
、
は
指
示
句
を
、
、
O
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

　
　
は
「
意
味
⑧
」
を
、
O
は
、
Q
の
「
指
示
体
」
を
、
表
わ
す
。
）

　
　
　
㈲
ラ
ッ
セ
ル
が
そ
れ
に
つ
い
て
語
り
た
い
の
は
、
．
．
O
．
、
の
「
意
味
⑧
」
、
つ
ま
り
．
Q
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
『
諸
原
理
』
の
前
提
…
m
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ユ
　
じ
　
ス
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ン
シ
ぴ
ソ

　
　
よ
り
、
指
示
句
．
．
O
、
．
を
、
そ
の
使
用
を
離
れ
て
た
だ
雷
及
は
で
き
な
い
か
ら
、
．
．
Q
、
の
「
意
味
⑧
」
に
つ
い
て
語
ろ
う
と
す
る
と
、

　
　
必
然
的
に
．
O
、
の
意
味
に
つ
い
て
語
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
と
こ
ろ
が
．
O
．
の
意
味
が
命
題
中
に
登
場
す
る
と
、
前
提
5
W
に
よ
り
、
そ
の
命

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
題
は
．
O
、
に
つ
い
て
で
は
な
く
て
、
O
に
つ
い
て
語
る
こ
と
に
な
る
。
従
っ
て
、
．
O
、
の
意
味
に
つ
い
て
語
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
指
示

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ソ
デ
イ
ケ
イ
ト
　
　
デ
イ
ノ
ユ
ト

　
　
体
」
O
の
（
も
し
あ
れ
ぽ
）
意
味
に
つ
い
て
語
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
（
ま
た
、
、
O
、
は
指
さ
ず
に
指
示
す
る
の
み
だ
か
ら
、
．
O
、

　
　
の
意
味
と
は
つ
ま
り
、
O
、
の
「
意
味
㈹
」
即
ち
．
O
、
の
「
指
示
体
し
即
ち
O
に
他
な
ら
な
い
と
も
雷
え
よ
う
。
）
か
く
て
、
．
、
Ω
、
の
「
意

　
　
味
⑧
」
に
つ
い
て
、
つ
ま
り
．
O
、
に
つ
い
て
、
語
り
た
か
っ
た
の
に
、
「
指
示
体
」
O
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　
　
　
⑧
そ
こ
で
『
諸
原
理
』
の
前
提
切
を
逆
手
に
と
っ
て
、
．
0
、
自
身
を
な
に
か
よ
り
高
次
の
レ
ベ
ル
の
「
指
示
概
念
」
．
ρ
．
の
「
指
示
体
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
即
ち
ρ
と
み
な
し
て
み
る
。
す
る
と
．
ρ
、
の
現
わ
れ
る
命
題
中
で
、
ρ
即
ち
．
O
”
に
つ
い
て
語
り
う
る
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
こ

　
　
の
想
定
に
も
困
難
が
あ
る
。
㈲
鴨
諸
原
理
』
で
は
、
「
指
示
詞
」
は
「
も
の
」
で
あ
っ
た
が
、
．
P
”
の
「
指
示
体
」
で
あ
る
．
Ω
は
、
「
も

　
　
の
」
で
は
な
く
て
そ
れ
自
身
「
二
審
概
念
」
で
あ
る
。
高
次
の
「
指
示
概
念
」
と
低
次
の
「
指
示
概
念
」
と
の
関
係
は
、
通
常
の
指
示
作

　
　
用
で
は
な
い
国
議
3
臨
。
蕊
な
関
係
に
な
っ
て
し
ま
う
、
ω
．
O
㌦
を
導
入
し
て
、
、
O
、
が
．
ρ
．
の
「
指
ボ
体
」
だ
と
し
て
み
て
も
、
そ
れ

　
　
は
み
か
け
上
命
題
中
で
、
O
．
が
語
ら
れ
る
よ
う
に
み
え
る
だ
け
で
、
、
Q
自
身
は
「
指
示
概
念
」
故
、
そ
の
命
題
は
結
局
．
Q
の
「
指
示

　
　
体
」
即
ち
O
に
つ
い
て
し
か
語
れ
な
い
し
、
ま
た
「
指
示
体
」
か
ら
「
意
映
」
へ
の
帰
路
は
な
い
。

　
　
　
従
っ
て
い
ず
れ
に
し
て
も
、
．
、
O
、
．
の
意
味
即
ち
、
O
、
（
ヨ
＄
口
ぎ
σ
q
）
の
み
を
、
○
（
価
Φ
口
○
富
銘
§
）
に
つ
い
て
語
る
こ
と
な
し
に
、
語

　
　
る
こ
と
は
、
『
諸
原
理
』
の
意
味
論
の
前
提
に
立
つ
限
り
不
可
能
で
あ
る
。

814　
　
　
　
　
　
バ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
ラ
ッ
セ
ル
の
記
述
理
論
形
成
の
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

蕊
九
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四
〇

　
⇔
　
さ
て
自
ら
摘
出
し
た
『
諸
原
理
』
の
意
味
論
に
ま
つ
わ
る
こ
れ
ら
の
困
難
を
、
ラ
ッ
セ
ル
は
ど
の
よ
う
な
方
向
で
切
り
抜
け
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　

と
し
た
か
。
前
提
揃
に
関
し
て
は
、
依
然
ラ
ッ
セ
ル
に
は
、
フ
レ
ー
ゲ
の
如
き
使
用
と
雷
及
と
の
区
別
の
必
要
性
が
強
く
意
識
さ
れ
て
は

　
　
　
　
　
　
　
（

い
な
い
。
彼
の
採
ろ
う
と
し
た
方
策
は
、
『
諸
原
理
』
で
の
前
提
ω
㈹
の
破
棄
で
あ
っ
た
。
即
ち
ω
指
示
句
は
な
に
も
指
さ
ず
、
従
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

な
ん
の
「
意
味
⑧
」
も
も
た
な
い
、
侮
そ
れ
故
、
指
示
作
用
と
い
う
特
有
の
関
係
も
廃
棄
さ
れ
る
。
更
に
、
［
、
意
味
⑧
」
が
棄
て
ら
れ
た

の
だ
か
ら
、
そ
う
い
う
存
在
者
が
命
題
中
に
登
場
す
る
こ
ど
は
な
く
、
．
W
も
不
必
要
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
こ
の
よ
う
な
意
味
論
上
の
転
換
を
可
能
に
す
る
雪
語
的
野
現
の
論
理
的
分
板
の
技
術
を
提
供
し
た
の
が
、
記
述
理
論
で
あ
っ
た
。

（
1
）
　
”
議
器
罫
〔
O
U
〕
》
℃
．
駆
C
Q
層
r
鱒
㎝
1
℃
●
α
ド
ド
悼
●
冨
病
付
け
は
、
卜
O
鷺
ら
ミ
民
ζ
O
起
冷
蹴
偽
♪
＆
■
ぴ
港
図
．
○
」
≦
霞
m
び
（
い
○
瓢
血
O
訂
》
目
O
㎝
①
）
に
よ
る
O

（
2
）
　
○
冨
芳
ダ
〔
㎝
〕
…
し
d
巨
¢
ひ
〔
笛
〕
…
ω
窪
腎
’
〔
ミ
〕
量

（
3
）
○
舞
7
〔
磁
〕
．

（
4
）
　
9
し
。
ω
旦
〔
ら
。
〕
●

（
5
）
冒
鴨
『
u
〔
二
〕
●

（
6
）
　
フ
レ
ー
ゲ
へ
の
窺
接
の
批
覇
は
、
先
行
箇
所
（
〔
O
U
〕
二
）
℃
・
昏
α
も
）
で
、
「
指
示
体
」
の
な
い
指
示
句
が
空
ク
ラ
ス
を
拙
示
す
る
と
い
う
フ
レ

　
　
ー
ゲ
の
方
策
は
人
工
的
で
寮
柄
の
正
確
な
分
析
と
な
っ
て
い
な
い
、
と
い
う
論
点
に
尽
き
る
。

（
7
）
㌘
馨
罫
〔
9
）
冒
娼
誌
㎝
．

（
8
）
　
開
器
。
。
①
許
〔
、
9
ミ
〕
》
》
℃
鷺
注
錠
》
”
吻
ミ
9
㍗
α
O
鱒
及
び
機
8
欝
9
¢
軸

（
9
）
　
〔
○
∪
〕
▽
ワ
畠
’

（
1
0
）
　
野
山
①
段
§
σ
q
の
訳
語
に
〔
げ
δ
晶
出
。
昌
を
当
て
、
指
示
句
と
意
味
の
両
方
が
濠
8
｛
舞
凶
§
を
象
ロ
○
δ
す
る
（
〔
O
O
レ
ワ
膳
③
》
｛
8
貯
9
0
↓
）
と
か
、

　
　
指
示
句
が
意
味
と
指
示
体
の
両
方
を
も
つ
（
〔
O
O
冒
℃
●
蒔
O
）
と
か
が
そ
の
例
で
あ
る
。

（
1
1
）
　
冒
σ
Q
Φ
『
矯
〔
露
〕
》
ワ
8
●

（
1
2
）
　
イ
ェ
ー
ガ
！
説
の
典
拠
に
な
っ
て
い
る
〔
○
】
）
冒
マ
窃
O
．
は
、
ラ
ッ
セ
ル
が
「
指
示
的
複
合
体
」
を
指
示
す
る
よ
う
な
高
次
の
「
指
示
的
複
合

　
体
」
を
想
定
し
て
い
る
と
解
さ
れ
る
篇
所
で
、
や
が
て
否
定
さ
れ
る
筈
コ
。
醜
ヨ
鎮
に
拡
張
さ
れ
た
期
法
で
あ
る
。



（
1
3
）
　
b
ご
慕
§
”
B
〕
”
唱
．
G
◎
経
．

（
1
4
）
　
ω
B
幽
ρ
〔
霜
〕
“
ワ
ω
障
の

（
1
5
）
　
Ω
紹
0
7
Q
〕
》
℃
●
卜
Q
は
●

（
1
6
）
　
O
器
ω
ぎ
〔
c
。
〕
り
℃
．
8
①
●

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
し
ぬ
ソ
グ

（
1
7
）
　
㈲
ラ
ッ
セ
ル
の
あ
げ
て
い
る
「
指
示
的
複
合
体
」
の
実
例
（
〔
O
U
〕
一
暑
畠
山
。
。
占
）
、
「
意
味
」
に
労
し
て
と
同
様
、
「
指
示
的
複
合
体
」
に
も
一

　
　
重
引
用
符
が
適
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
〔
O
O
〕
も
り
薩
G
◎
）
、
「
複
合
的
意
味
8
ヨ
覧
の
×
ヨ
霧
気
崩
σ
q
」
と
い
う
用
語
法
（
〔
O
U
》
P
駆
9
7
癖
①
）
な
ど
か

　
　
ら
、
「
指
示
的
複
合
体
」
は
「
意
味
」
と
圃
義
と
解
さ
れ
る
。
㈲
「
意
味
」
は
「
指
示
体
」
を
指
示
す
る
こ
と
（
〔
O
O
〕
も
“
お
）
、
「
複
合
的
意
味
」

　
　
の
現
わ
れ
る
命
題
は
、
そ
の
「
意
味
」
の
「
指
示
鉢
」
に
か
か
わ
っ
て
い
る
こ
と
（
〔
O
O
冒
ワ
腿
①
）
な
ど
か
ら
、
「
意
味
」
と
は
〔
㌧
○
さ
の

　
　
「
意
味
⑧
」
即
ち
「
指
示
概
念
」
で
あ
る
。
従
っ
て
㈲
、
㈲
よ
り
、
「
指
示
的
複
合
体
」
と
「
指
示
概
念
」
、
「
意
味
⑧
」
と
は
病
難
で
あ
る
。

（
1
8
）
　
竃
8
昼
〔
脹
レ
や
①
。
。
…
Ω
蟹
誘
7
〔
㎝
〕
”
や
ω
8
…
ゆ
隻
。
び
B
〕
冒
℃
●
G
。
2
．

（
1
9
）
従
っ
て
〔
O
O
〕
（
山
。
。
奪
）
で
、
ラ
ッ
セ
ル
が
使
用
と
言
及
と
を
不
注
意
に
混
忘
し
た
の
で
は
な
く
、
『
諸
原
理
』
の
意
味
論
的
前
提
か
ら
の
不
可

　
　
避
的
帰
結
で
あ
っ
た
。

（
2
0
）
　
涛
⊆
馨
拝
〔
O
O
〕
”
マ
お
．

（
2
1
）
　
該
当
簸
所
は
〔
○
σ
〕
”
℃
．
心
ジ
ド
昌
α
壱
．
0
9
｝
●
H
り
で
、
以
下
の
解
釈
中
ω
は
ワ
幽
ジ
F
H
O
る
ト
∂
…
⑧
は
一
）
・
腿
P
拝
悼
甲
G
。
O
に
当
た
る
。

（
2
2
）
　
以
下
の
解
釈
に
あ
た
っ
て
は
、
○
器
臨
♪
○
曾
団
‘
〔
。
。
冒
琶
．
節
①
b
。
｛
．
か
ら
多
く
を
示
唆
さ
れ
た
Q

（
2
3
）
　
バ
ト
ラ
ー
（
切
邑
①
び
〔
邸
ソ
ワ
Q
。
①
○
。
）
の
批
判
に
も
拘
ら
ず
、
ラ
ッ
セ
ル
の
引
規
符
の
用
法
は
首
尾
一
貫
し
て
い
る
。
　
一
重
引
用
符
ρ
は
指
示
句

　
　
の
「
意
味
」
を
袈
わ
し
、
二
震
引
用
符
ゆ
は
搬
示
句
を
袈
わ
す
（
〔
○
σ
〕
甲
薯
●
心
。
。
－
り
…
O
霧
。
。
圃
p
〔
○
。
冒
娼
．
鱒
①
り
◎
）
。
こ
の
区
例
か
ら
も
見
て
と
れ
る

　
　
如
く
、
ラ
ッ
セ
ル
は
、
表
現
の
書
及
と
使
周
の
一
歩
手
前
ま
で
き
て
い
る
Q

483

e

W
．
記
述
理
論
と
意
味
論

『
諸
原
理
』
で
は
そ
れ
以
上
分
析
さ
れ
ず
「
固
有
名
㈹
」
と
み
な
さ
れ
て
い
た
指
示
句
が
、

バ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
ラ
ッ
七
ル
の
記
述
理
論
形
成
の
過
程

実
は
文
の
独
立
の
構
成
要
素
で
は
な

　
　
　
　
　
瞬
一
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@
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
－
）

4　
　
く
、
そ
れ
の
現
わ
れ
る
命
題
は
「
完
全
に
表
現
さ
れ
れ
ぽ
、
そ
の
句
を
含
ま
ず
、
そ
の
句
は
解
体
さ
れ
て
し
ま
う
」
こ
と
を
、
記
述
理
論

　
　
は
示
し
た
。
指
示
句
が
、
単
独
語
。
・
冒
σ
q
冷
≦
o
巳
、
「
固
有
名
㈹
」
で
な
く
、
文
の
部
分
に
す
ぎ
な
い
と
す
れ
ば
、
指
示
句
は
も
は
や
指

　
　
す
こ
と
は
な
い
し
、
「
意
味
⑧
」
を
も
っ
こ
と
も
な
い
Q
か
く
て
珊
諸
原
理
』
の
意
味
論
的
前
提
ω
は
破
棄
さ
れ
、
「
指
示
句
は
、
そ
れ
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ミ
ー
昌
ソ
グ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

　
　
体
で
は
い
か
な
る
意
味
も
も
た
ず
、
そ
れ
ら
の
句
が
そ
の
言
語
的
表
現
中
に
現
わ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
命
題
が
意
味
を
も
つ
」
「
指
示
句
は
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

　
　
質
的
に
文
の
部
分
で
あ
っ
て
、
大
部
分
の
単
独
語
の
如
く
に
は
、
自
前
で
は
な
ん
の
意
義
臨
σ
q
野
漆
8
ロ
8
も
も
た
な
い
」
こ
と
に
な
る
。

　
　
こ
こ
で
指
示
句
の
意
味
と
か
意
義
と
か
需
わ
れ
る
も
の
が
、
往
々
誤
解
さ
れ
る
よ
う
に
指
示
句
に
紺
応
ず
る
「
も
の
」
で
は
な
く
て
、

　
　
「
意
味
⑧
」
即
ち
「
指
示
概
念
」
で
あ
る
こ
と
が
銘
記
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
　
『
諸
原
理
』
以
来
ラ
ッ
セ
ル
は
一
度
も
指
示
句
の
「
指
す

　
　
も
の
ぼ
黛
＄
臨
。
口
」
が
「
も
の
」
で
あ
る
と
み
な
し
た
こ
と
は
な
い
。

　
　
　
さ
て
前
提
ω
の
破
棄
は
、
『
諸
原
理
』
で
の
意
味
論
無
原
則
①
の
、
次
の
如
き
修
正
を
必
然
化
す
る
。

　
　
　
意
味
論
約
原
則
胸
「
文
中
の
す
べ
て
の
単
独
語
の
ぎ
σ
q
げ
毒
。
鼠
は
、
『
意
味
ω
』
つ
ま
り
ぎ
象
。
⇔
臨
。
旨
と
し
て
の
意
味
を
も
つ
。
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
？
）

　
　
か
し
指
示
旬
は
こ
の
よ
う
な
意
味
を
も
た
ず
、
そ
れ
の
現
わ
れ
る
文
の
意
味
に
貢
献
す
る
の
み
で
あ
る
f

　
　
　
◎
指
示
句
が
単
独
語
で
な
く
、
そ
の
「
意
味
」
と
い
う
よ
う
な
も
の
も
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
の
「
意
味
」
が
指
示
す
る
審
8
富
と

　
　
い
う
こ
と
も
あ
り
え
な
い
わ
け
で
、
前
提
㈹
は
破
棄
さ
れ
、
従
っ
て
「
『
指
示
概
念
』
は
『
意
味
⑥
」
を
も
っ
と
い
う
意
味
論
的
原
則
恥

　
　
も
破
棄
さ
れ
る
。

　
　
　
と
こ
ろ
が
ラ
ッ
セ
ル
は
、
指
示
句
の
「
意
味
ω
」
つ
ま
り
「
指
示
概
念
」
は
棄
て
た
け
れ
ど
も
、
指
示
作
用
傷
⑦
8
菖
⇒
σ
q
と
い
う
関
係

　
　
に
は
、
吾
々
の
日
常
食
前
の
用
法
か
ら
み
て
よ
り
自
然
な
新
し
い
解
釈
を
与
え
て
、
そ
の
関
係
を
保
持
す
る
。
即
ち
『
諸
凍
理
』
で
は
指

　
　
示
作
用
は
、
「
指
示
概
念
」
と
「
指
示
体
」
と
の
関
係
で
あ
っ
た
が
、
〔
○
○
〕
で
は
指
示
句
と
「
指
示
体
篇
と
の
関
係
と
み
な
さ
れ
て
い

　
　
る
。

　
　
　
と
こ
ろ
で
ラ
ッ
セ
ル
の
記
述
理
論
は
、
一
切
の
指
示
句
即
ち
記
述
の
完
全
消
去
の
方
法
で
あ
る
。
確
定
詑
述
焦
Φ
陰
巳
冨
審
ω
。
誌
℃
鉱
。
⇒



　
　
に
限
っ
て
も
、
そ
れ
が
本
来
的
に
胃
。
℃
鶏
甘
用
い
ら
れ
る
場
合
（
つ
ま
り
「
φ
で
あ
る
よ
う
な
唯
一
の
存
在
者
が
存
在
す
る
」
〔
「
肉
圃

　
　
（
㍉
＆
）
＄
鷺
」
〕
が
充
足
さ
れ
て
い
る
場
合
）
の
み
な
ら
ず
、
非
本
来
的
に
（
つ
ま
り
、
φ
で
あ
る
よ
う
な
存
在
老
が
存
在
し
な
い
か
、
ま
た

　
　
は
二
つ
以
上
存
在
す
る
場
合
）
用
い
ら
れ
て
い
る
場
合
も
無
差
別
に
消
去
す
る
Q
そ
こ
で
、
本
来
的
に
用
い
ら
れ
て
い
る
場
舎
に
限
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

　
　
記
述
は
指
示
す
る
山
魯
。
溶
の
で
あ
り
、
そ
の
「
φ
で
あ
る
よ
う
な
唯
一
の
存
在
者
」
が
、
記
述
「
（
M
独
）
登
融
」
の
「
指
示
体
」
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）
　
　
　
　
　
　
？
）

　
　
指
示
句
、
記
述
に
は
「
『
意
味
』
は
な
く
、
た
だ
時
折
『
指
示
体
』
が
あ
る
の
み
」
な
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ノ
テ
イ
シ
ヨ
ン

　
　
　
か
く
て
、
「
指
示
句
（
確
定
記
述
）
は
、
そ
の
本
来
的
用
法
に
お
い
て
の
み
、
そ
の
『
指
示
体
』
で
あ
る
唯
一
の
対
象
を
指
示
す
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
と
い
う
新
し
い
意
味
論
的
原
則
歴
が
立
て
ら
れ
て
い
る
と
解
さ
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
『
諸
原
理
』
の
意
味
論
は
、
記
述
理
論
に
よ
り
、
順
接
的
に
は
以
上
の
意
味
論
約
原
則
珊
、
礎
に
修
正
さ
れ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ
　
　
　
　

　
　
　
鶴
　
記
述
理
論
に
立
脚
し
た
意
味
論
的
原
則
F
、
登
そ
の
も
の
の
検
討
は
、
小
論
の
直
接
の
目
的
で
は
な
い
が
、
今
後
の
課
題
と
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
　
　
　
1

　
　
若
干
の
問
題
点
だ
け
指
摘
し
て
お
こ
う
。

　
　
　
㈲
確
定
記
述
の
本
来
的
用
法
が
充
足
す
べ
き
、
「
唯
一
的
指
示
の
条
件
鵡
巳
ρ
奮
帯
侮
魯
9
ぎ
ぴ
q
8
ロ
単
動
自
」
と
は
、
G
り
「
確
定
記
述

　
　
の
『
指
示
体
』
が
存
在
論
的
に
み
て
、
世
界
に
唯
だ
一
つ
し
か
存
在
し
な
い
存
在
者
た
る
べ
し
」
と
い
う
厳
し
い
主
張
な
の
か
、
そ
れ
と

　
　
も
㈲
「
あ
る
状
況
に
お
い
て
、
当
の
記
述
が
指
示
し
よ
う
と
意
図
し
て
い
る
存
在
者
が
少
く
と
も
一
つ
存
在
し
、
そ
の
状
況
内
に
お
い
て

　
　
は
、
そ
の
記
述
が
他
の
存
在
者
と
は
峻
別
さ
れ
た
そ
の
存
在
者
の
み
を
特
定
化
し
つ
つ
指
示
す
べ
し
」
と
い
う
主
張
な
の
か
、
問
題
が
あ

　
　
る
。
〔
O
O
〕
の
確
定
記
述
の
例
は
、
ω
の
条
件
を
充
足
す
る
例
と
解
さ
れ
う
る
が
、
『
諸
原
理
』
で
の
普
Φ
日
碧
と
い
っ
た
例
は
明
ら

　
　
か
に
、
通
常
の
「
自
己
中
心
語
Φ
α
q
o
8
託
泣
。
毒
o
H
偽
ω
」
と
同
様
、
⑭
を
充
足
す
る
の
み
で
あ
る
。
か
く
て
、
固
有
名
、
記
述
、
自
己
中

　
　
心
語
に
つ
い
て
、
よ
り
立
ち
入
っ
た
吟
味
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
⑥
「
意
味
」
を
、
ラ
ッ
セ
ル
の
如
く
、
ぎ
象
。
葺
一
〇
口
ま
た
は
鳥
魯
。
欝
甑
§
と
の
み
解
す
る
、
つ
ま
り
沁
愚
鳶
ミ
ミ
『
ぽ
。
ミ
Q
、

　
　
さ
§
§
α
q
を
採
る
と
、
存
在
論
上
エ
コ
ノ
ミ
カ
ル
だ
が
、
吾
々
の
言
語
に
よ
る
豊
富
な
伝
達
機
能
は
説
明
で
き
ぬ
と
す
る
周
知
の
反
論

854　
　
　
　
　
バ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
ラ
ッ
セ
ル
の
記
述
理
論
形
成
の
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
賜
三
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四
四

が
あ
る
σ

　
と
こ
ろ
で
、
ラ
ッ
セ
ル
の
記
述
理
論
が
『
諸
原
理
』
の
意
味
論
の
唯
一
の
克
服
策
で
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。
指
示
句
を
め
ぐ
る
意
味
論

的
前
提
は
、
四
つ
あ
り
、
ラ
ッ
セ
ル
の
解
決
は
、
沁
慧
、
§
織
ミ
↓
ぽ
。
蔓
。
、
冬
§
匙
偽
の
徹
底
の
方
向
、
即
ち
ω
面
従
っ
て
“
W
の
廃
棄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

に
あ
っ
た
。
他
方
フ
レ
ー
ゲ
流
に
…
搬
を
破
棄
し
、
表
現
の
使
用
と
言
及
の
区
別
に
立
ち
つ
つ
、
「
意
味
」
を
、
存
在
論
上
の
抽
象
的
存
在

者
と
し
て
容
認
す
る
こ
と
な
く
し
て
、
生
か
す
可
能
性
が
な
い
か
ど
う
か
も
考
察
に
値
す
る
問
題
で
あ
る
。

　
㈲
更
に
、
吾
々
の
日
常
雷
語
の
用
法
か
ら
み
る
と
、
記
述
理
論
に
は
不
霞
然
に
映
る
点
が
認
め
ら
れ
る
。

　
記
述
理
論
は
『
諸
原
理
』
中
の
意
味
論
の
、
諸
難
点
を
回
避
す
る
た
め
、
一
切
の
記
述
を
消
去
し
た
。
そ
の
た
め
に
臼
う
固
有
名
が
必
ず

イ
ソ
デ
イ
ケ
イ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
イ
ノ
…
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

指
　
す
の
に
、
記
述
は
指
示
し
な
い
場
合
が
あ
る
、
㈲
普
遍
例
言
や
等
暑
に
関
す
る
反
射
性
の
成
立
も
本
来
的
用
法
に
限
ら
れ
る
、
の
み

な
ら
ず
の
本
来
的
用
法
に
お
い
て
も
、
尽
1
1
（
勺
翁
）
＄
＆
」
は
、
そ
れ
が
必
然
的
に
偽
で
な
い
場
合
で
も
、
ず
賛
貸
」
（
黛
は
欄
体
定
項
）
の
如

　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

き
環
末
的
命
題
で
は
な
い
。

　
こ
れ
ら
の
理
由
の
た
め
に
、
固
有
名
と
記
述
、
「
指
す
こ
と
ぎ
象
。
暮
ぎ
α
q
」
と
「
指
示
作
用
匹
Φ
昌
。
け
ぎ
α
q
」
、
の
梱
違
が
強
調
さ
れ
、
更

に
〔
O
U
〕
よ
り
後
の
蒔
期
で
は
、
傷
窪
0
3
、
伍
9
0
＄
ユ
。
昌
と
い
う
用
語
法
は
殆
ん
ど
姿
を
消
し
て
、
山
①
ω
o
ほ
げ
。
匠
変
わ
っ
て
い
る
。

『
諸
原
理
』
で
は
、
既
述
の
と
お
り
、
伽
Φ
ロ
0
3
が
蜘
①
既
σ
q
⇒
魯
Φ
と
創
Φ
ω
o
瓢
び
の
と
の
二
語
と
代
置
さ
れ
、
「
指
示
概
念
」
の
意
味
論
的
機

能
に
、
言
及
群
書
ば
霞
ぼ
σ
q
と
記
述
的
偽
①
8
瓢
冥
ぞ
Φ
と
い
う
二
重
性
が
認
め
ら
れ
た
に
比
し
て
、
〔
O
U
〕
以
後
で
は
、
記
述
が
主
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

「
限
定
的
（
記
述
語
、
分
類
的
、
帰
属
的
）
な
仕
事
昏
Φ
舞
齢
二
ぴ
暮
貯
①
（
霞
号
ω
。
巳
讐
黒
く
の
霞
。
鑓
ω
ω
蟄
魯
陣
。
蔓
霞
⇔
ω
9
讐
ぞ
①
）
8
。
。
搾
賦

を
果
し
て
い
る
か
の
如
き
印
象
を
与
え
る
。
だ
が
こ
れ
は
不
肖
然
に
み
え
る
。
吾
々
が
瞬
常
解
語
に
お
い
て
、
確
定
記
述
を
用
い
る
の
は
、

ま
さ
に
単
一
の
対
象
を
指
示
し
よ
う
と
す
る
た
め
に
他
な
ら
な
い
。
記
述
も
固
有
名
と
共
に
、
「
　
冨
及
（
識
別
）
の
仕
事
跨
⑦
お
｛
Φ
跨
ぎ
σ
Q

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ユ
ー
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、
　
、

（
。
二
仙
Φ
馨
騒
ぎ
α
q
）
欝
鋒
」
を
果
そ
う
と
す
る
と
解
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
芸
無
。
簿
冒
ぴ
q
と
儀
窪
。
鉱
ロ
α
Q
と
の
果
そ
う
と
意
図
し
て
い
る

ヘ
　
　
へ

書
及
と
い
う
意
味
論
的
機
能
は
同
一
の
よ
う
に
み
え
る
。
記
述
理
論
は
『
諸
原
理
』
の
意
味
論
の
諸
困
難
骨
無
に
有
効
で
あ
っ
た
が
、
逆
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に
固
有
名
と
記
述
と
の
相
違
を
強
調
し
た
こ
と
に
よ
り
、
ど
ち
ら
も
言
及
・
識
別
が
そ
の
主
た
る
機
能
で
あ
る
と
い
う
周
知
の
事
実
と
ず

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

れ
を
生
じ
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
論
争
的
問
題
の
立
ち
入
っ
た
検
討
は
、
小
論
の
範
囲
を
越
え
る
故
、
課
題
と
し
て
残
さ
れ
る
他
は
な
い
。

　
⑳
　
と
こ
ろ
で
ラ
ッ
セ
ル
は
更
に
、
記
述
理
論
に
認
識
論
的
解
釈
を
与
え
て
、
「
、
習
々
が
感
知
す
る
準
準
①
び
週
令
あ
ら
ゆ
る
命
題
（
そ

の
真
偽
を
判
断
で
き
る
命
題
の
み
な
ら
ず
、
吾
々
が
そ
れ
に
つ
い
て
考
え
う
る
す
べ
て
の
命
題
）
に
お
い
て
、
す
べ
て
の
講
成
要
素
は
吾

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

吾
が
そ
の
薩
接
の
見
知
り
一
ヨ
ヨ
Φ
聖
典
Φ
⇔
β
自
己
＄
づ
。
Φ
を
も
つ
実
在
的
存
在
者
旨
旨
窪
臨
な
」
で
あ
る
べ
し
と
い
う
、
命
題
分
析
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ソ
ス
ニ
ア
ま
タ

の
認
識
論
的
原
則
を
提
示
し
た
。
こ
の
一
部
経
験
論
に
傾
斜
し
た
原
則
を
、
意
味
論
的
原
則
m
と
す
る
。
見
知
り
の
対
象
は
、
感
覚
与
件
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）
　
　
　
　
　
　
（

意
識
主
体
鶏
ぼ
Φ
o
簿
興
ヨ
○
幽
⇔
毒
β
。
H
Φ
口
霧
。
。
で
あ
る
私
、
及
び
概
念
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ソ
デ
イ
ケ
イ
シ
コ
ソ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
ノ
テ
イ
シ
ヨ
ソ

　
例
え
ば
し
か
し
閲
有
名
の
「
指
す
も
の
」
、
記
述
の
「
指
示
体
し
、
ま
た
論
理
的
構
文
論
上
の
個
体
定
項
や
個
体
変
項
の
値
で
あ
る
個
体

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

ぎ
鎌
く
ご
舞
『
が
、
必
然
的
に
感
覚
与
件
（
た
と
い
そ
れ
が
一
般
的
に
複
合
体
8
B
覧
①
×
で
あ
る
と
し
て
も
）
で
あ
る
と
は
断
定
で
き
ま

い
。
ラ
ッ
セ
ル
も
後
に
認
め
る
よ
う
に
、
個
体
は
、
「
問
題
に
な
っ
て
い
る
脈
絡
中
で
は
分
析
さ
れ
ず
、
ま
た
主
語
と
し
て
以
外
に
登
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

し
な
い
よ
う
な
項
」
で
あ
る
「
相
対
的
個
体
H
色
p
隷
く
の
ぎ
象
く
箆
惹
『
」
で
よ
い
の
で
あ
っ
て
、
厳
密
に
現
象
論
的
に
解
釈
さ
れ
る
必
要

は
な
い
。

　
従
っ
て
こ
の
認
識
論
的
な
意
味
論
的
原
則
m
は
、
記
述
理
論
の
、
見
知
り
と
い
う
特
定
の
認
識
論
的
規
準
か
ら
み
た
可
能
的
解
釈
の
一

つ
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
記
述
理
論
の
必
然
的
帰
結
で
は
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　
か
く
て
、
記
述
理
論
の
意
味
論
へ
の
直
接
的
貢
献
は
、
意
暴
論
的
原
則
瑚
瞥
で
あ
っ
て
、
意
味
論
的
原
則
m
は
、
経
験
論
的
認
識
論
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
王

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

見
地
か
ら
の
、
記
述
理
論
の
可
能
的
解
釈
の
一
つ
で
は
あ
っ
て
も
、
記
述
理
論
か
ら
の
痙
接
的
必
然
的
帰
結
で
は
な
い
と
私
は
考
え
る
。

　
（
1
）
　
菊
償
器
Φ
罫
〔
O
O
》
や
訟
囑

　
（
2
）
　
ラ
ッ
セ
ル
は
、
真
又
は
偽
の
命
題
唱
8
讐
ω
蕉
§
を
そ
の
言
語
的
表
現
で
あ
る
文
。
り
①
鱒
窪
。
①
か
ら
区
別
し
て
、
　
一
種
の
存
在
者
と
み
な
し
て
い

　
　
　
る
（
〔
、
（
）
ミ
〕
”
吻
　
ω
c
Q
》
　
℃
。
ω
α
）
。
文
と
命
題
と
の
意
味
論
的
関
係
は
網
当
錆
糊
し
て
お
り
詳
し
く
は
別
の
機
会
に
譲
ら
ね
ぽ
な
ら
ぬ
が
、
若
午
の

　
　
　
　
バ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
ラ
ッ
屯
ル
の
記
述
理
輪
形
成
の
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
四
五
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四
六

　
　
点
だ
け
指
摘
し
て
お
く
。
文
は
命
題
を
表
現
す
る
①
×
蔑
窃
も
・
と
言
わ
れ
（
〔
、
○
ミ
〕
噂
　
㈱
　
癖
α
》
　
悔
．
　
躯
b
り
）
、
命
題
に
は
、
実
際
断
定
さ
れ
た
命
題

　
　
削
δ
ε
鉱
ξ
霧
。
。
Φ
冨
a
箕
。
葛
ω
ξ
0
5
と
、
単
に
複
合
的
概
念
で
あ
る
葬
断
定
命
題
§
器
器
簿
a
ワ
と
が
区
別
さ
れ
て
い
る
。
（
〔
、
○
ミ
〕
”
の
G
◎
G
Q
－
℃
巳
G
o
蒔
）

　
　
後
者
は
命
題
概
念
箕
○
零
ω
三
9
鎮
8
5
8
讐
で
（
ミ
ミ
．
）
、
フ
レ
ー
ゲ
の
○
①
審
爵
①
と
岡
義
的
と
解
さ
れ
る
。
（
〔
、
9
《
》
諺
石
篇
暑
湿
x
♪
伽
蒔
ミ
”

　
　
Ψ
α
O
ω
）
ま
た
、
〔
鼠
Φ
ぎ
8
σ
q
〕
▼
Ψ
ω
嬢
ρ
で
は
、
命
題
（
断
定
命
題
で
あ
ろ
う
）
と
マ
イ
ノ
ン
グ
の
事
態
○
σ
撤
貫
く
が
同
一
視
さ
れ
、
か
つ
文
が

　
　
事
態
を
据
す
ジ
象
8
δ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
他
方
ラ
ッ
セ
ル
は
、
文
の
窪
①
葺
§
σ
q
が
真
理
値
だ
と
す
る
プ
レ
…
ゲ
に
反
対
し
、
断
定
命
題
は

　
　
そ
の
意
味
が
真
で
あ
る
命
題
で
あ
り
（
〔
、
O
ミ
〕
》
》
℃
罵
浅
辞
｝
吻
ミ
ρ
弓
ワ
窃
O
A
占
）
、
真
な
る
命
題
の
み
が
断
定
命
題
で
あ
る
（
賊
驚
卜
⑳
◎
。
G
。
”

　
　
O
・
ω
0
…
跨
℃
鴇
鼠
に
｝
吻
ミ
。
。
”
℃
鳴
’
α
O
ω
人
）
と
す
る
。
ま
た
知
覚
判
断
い
二
山
σ
Q
ヨ
9
θ
o
馬
事
叫
8
9
0
コ
の
場
合
、
知
覚
の
客
体
で
あ
る
単
一
の
複
合

　
　
的
対
象
⇔
ω
ぎ
σ
Q
庁
8
ヨ
立
①
×
畠
扁
9
貯
の
存
在
が
そ
の
判
断
の
真
理
性
の
必
要
十
分
条
件
で
あ
り
、
知
覚
判
断
に
知
覚
の
か
か
る
単
一
の
複
合
的
対

　
　
象
が
対
応
す
る
8
戦
掃
植
民
こ
と
が
真
と
い
う
こ
と
で
あ
る
（
〔
Z
鹸
、
閃
〕
”
署
曾
μ
α
α
｛
・
）
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。
か
く
て
、
命
題
の
意
味
と
は
、

　
　
非
断
定
命
題
、
命
題
概
念
、
プ
レ
！
ゲ
の
O
＆
書
寄
、
と
解
さ
れ
る
。
だ
が
、
こ
の
意
味
が
フ
レ
ー
ゲ
と
同
様
、
文
に
よ
っ
て
裏
漉
さ
れ
て
い
る

　
　
と
言
っ
て
よ
い
か
ど
う
か
判
然
と
し
な
い
、
他
方
、
文
の
指
す
事
態
と
は
、
断
定
命
題
、
知
覚
の
単
一
の
複
合
的
対
象
、
¢
o
ε
七
声
簿
①
鼠
鉛
鵠
鉱
屋

　
　
で
、
こ
れ
は
言
わ
ば
、
文
の
「
意
味
G
◇
」
で
あ
る
。

（
3
）
胃
島
紹
罫
〔
O
O
〕
も
●
α
ピ

（
4
）
≦
費
図
島
器
鐸
〔
、
○
ミ
〕
》
円
［
旨
9
ε
卜
。
鼠
巴
↓
×
．

（
5
）
寄
ω
里
｝
》
〔
○
σ
〕
ら
ふ
ご
〔
㌧
岱
く
Q
ピ
H
曽
摺
酔
’
H
曽
響
ρ
し
d
藁
H
劇
・
卜
。
O
蔭
’
ワ
目
。
。
H
．

（
6
）
〔
○
○
〕
も
．
参
貧
）
ヨ
。
8
↓
．

（
7
）
　
不
確
定
記
述
ぎ
崩
際
ロ
圃
8
α
馨
9
肯
δ
ロ
も
命
題
関
数
と
そ
の
変
項
の
一
般
化
に
分
析
さ
れ
（
〔
○
】
）
ソ
署
■
誌
h
●
）
消
熱
さ
れ
る
か
ら
、
「
意
味
」

　
　
は
も
た
な
い
が
、
そ
の
「
指
示
体
偏
は
一
般
に
多
義
的
と
さ
れ
（
ミ
ミ
・
”
や
鳶
）
、
『
諸
原
理
』
の
説
と
の
本
質
的
相
違
は
明
言
さ
れ
て
い
な
い
。

（
8
）
　
力
己
馨
罫
〔
、
言
博
く
。
ピ
H
曽
筆
・
劉
穿
『
や
置
”
憲
●
H
謹
1
9
〔
ミ
由
》
や
ミ
①
●

（
9
）
〔
亀
δ
”
ぎ
轡
H
讐
ぎ
ぎ
．
9
．
貰
℃
畠
零
…
〔
竃
〕
ら
勺
」
置
ふ
．

（
1
0
）
　
碧
諺
乏
8
ジ
〔
6
ソ
ワ
日
2
．

（
1
三
）
　
尊
ミ
ご
唱
灯
・
嵩
Q
。
ム
。



（
1
2
）
　
ス
ト
目
ー
ソ
ソ
を
中
心
と
す
る
論
争
の
み
な
ら
ず
、
論
理
的
構
文
論
上
で
の
記
述
理
論
を
、

　
　
よ
う
と
す
る
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
。
笛
ぎ
瓢
馨
“
〔
り
〕
…
ω
8
芦
〔
榊
①
〕
“
竹
尾
〔
鱒
さ
⊃
〕
．

（
1
3
）
　
閃
基
邑
r
〔
Ω
）
〕
”
や
窃
9
図
虹
㏄
鼠
r
〔
護
O
〕
二
）
・
嵩
メ

（
1
4
）
　
〔
凶
〉
室
）
〕
甲
毛
‘
目
器
ム
の

（
1
5
）
　
暮
ミ
ご
箸
・
嶺
G
◎
隔
．

（
1
6
）
　
菊
島
紹
詳
〔
ミ
、
〕
り
℃
や
同
お
ム
・

日
常
的
用
法
か
ら
み
て
よ
り
自
然
な
形
に
構
成
し

　
O

V

記
述
理
論
と
存
在
論

　
　
　
e
　
　
『
諸
原
理
』
の
存
在
論
に
は
、
少
く
と
も
次
の
如
き
難
点
が
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
ヨ
ア
イ
ケ
イ
ト

　
　
　
ω
通
常
考
え
ら
れ
て
い
る
如
く
「
キ
マ
エ
ラ
」
と
か
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
」
と
か
が
、
固
有
名
だ
と
す
る
と
、
そ
れ
ら
は
必
ず
何
か
を
指
　
す

　
　
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
ら
の
「
指
す
も
の
自
象
。
舞
δ
旨
」
と
は
ど
の
よ
う
な
存
在
者
か
。

　
　
　
㈹
「
現
在
の
フ
ラ
ン
ス
王
」
「
ま
る
い
四
角
」
と
い
っ
た
類
の
指
示
句
は
、
「
指
示
概
念
篇
を
指
す
は
ず
で
あ
る
が
、
こ
の
奇
妙
な
複
合

　
　
的
抽
象
存
在
に
は
ど
の
よ
う
な
存
在
論
的
地
位
が
与
え
ら
れ
る
の
か
。

　
　
　
ラ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
デ
イ
ノ
コ
ト

　
　
　
…
轍
「
指
示
概
念
」
は
指
示
す
る
の
だ
が
、
フ
ラ
ン
ス
王
と
か
円
い
四
角
と
か
の
「
指
示
体
」
と
は
～
体
ど
ん
な
存
在
者
か
。

　
　
　
（

　
　
　
記
述
理
論
に
よ
る
こ
れ
ら
の
難
点
の
回
避
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）

　
　
　
ω
ラ
ッ
セ
ル
は
、
後
に
「
自
己
中
心
語
Φ
σ
q
o
o
Φ
づ
霞
8
≦
o
巳
ω
」
以
外
の
名
前
は
実
は
記
述
で
あ
る
と
み
な
し
て
い
る
か
ら
、
「
キ
マ
エ

　
　
ラ
」
も
「
ハ
ム
レ
ッ
ト
し
も
実
は
固
有
名
で
は
な
く
て
、
指
示
句
・
記
述
で
あ
り
、
従
っ
て
何
も
指
さ
な
い
。

　
　
　
㈹
記
述
理
論
の
示
し
た
こ
と
は
、
指
示
句
・
記
述
の
完
全
消
去
で
あ
っ
た
。
記
述
は
真
の
単
独
語
・
固
有
名
で
は
な
い
か
ら
何
も
の
も

　
　
指
し
は
し
な
い
。
従
っ
て
オ
ッ
カ
ム
の
剃
刀
に
よ
り
「
意
味
⑧
」
で
あ
る
「
指
示
概
念
」
と
い
う
抽
象
的
存
在
者
は
存
在
論
か
ら
追
放
さ

894　
　
　
　
　
　
バ
ー
ト
ラ
ン
ド
・
ラ
ッ
セ
ル
の
記
述
理
論
形
成
の
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

照
七
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れ
て
よ
い
。

　
遣
他
方
、
単
…
の
対
象
を
指
示
し
、
記
述
す
る
の
は
、
「
指
示
概
念
」
で
は
な
く
て
、
指
示
句
・
記
述
で
あ
る
。
し
か
し
ラ
ッ
セ
ル
の

　
（
記
述
理
論
は
、
添
来
的
記
述
の
み
な
ら
ず
、
非
本
来
的
記
述
も
消
去
し
う
る
手
続
ぎ
と
な
っ
て
い
る
か
ら
、
記
述
に
必
ず
「
指
示
体
」
が

対
応
せ
ね
ぽ
な
ら
ぬ
必
然
性
は
な
い
。
非
本
来
的
記
述
に
は
、
端
的
に
、
い
か
な
る
「
指
示
体
」
も
な
い
。
従
っ
て
、
「
キ
マ
エ
ラ
」
「
ハ

ム
レ
ッ
ト
」
「
現
在
の
フ
ラ
ン
ス
王
」
「
円
い
四
角
」
な
ど
の
「
指
示
体
」
の
、
存
在
論
的
地
位
に
頭
を
悩
ま
す
必
要
は
な
い
。

　
か
く
て
、
存
在
論
を
霧
語
の
論
理
的
青
墨
と
の
枳
関
に
お
い
て
購
黙
す
る
と
い
う
方
針
を
主
持
す
れ
ぽ
、
細
述
理
論
に
よ
り
到
達
さ
れ

た
存
在
論
上
許
容
さ
れ
る
存
在
者
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

　
㈲
「
固
有
名
⑧
」
．
の
指
す
「
も
の
爵
ぼ
σ
q
」
。
（
本
来
的
記
述
の
「
指
赤
体
」
も
「
も
の
」
で
あ
る
。
非
本
来
的
記
述
に
は
い
か
な
る

「
指
示
体
」
も
な
い
。
）

　
㈲
そ
の
他
の
単
独
語
の
指
す
「
述
語
」
な
い
し
「
関
係
」
、
つ
ま
り
「
概
念
o
o
ロ
。
Φ
冥
」
。
　
（
評
し
、
「
指
示
概
念
」
は
「
概
念
」
の
世
界

か
ら
放
逐
さ
れ
る
。
）

◎
と
、
乙
で
フ
ッ
セ
ル
は
、
論
理
的
見
地
か
ら
懸
さ
れ
、
意
味
論
的
原
則
網
羅
と
み
あ
う
と
、
」
ろ
の
、
「
も
の
」
と
厩
念
し
か

ら
成
る
存
在
論
に
、
意
味
論
的
原
則
m
に
み
あ
う
「
存
在
者
は
見
知
り
の
対
象
で
あ
る
べ
し
」
と
い
う
認
識
論
約
見
地
も
併
せ
て
導
入
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

「
も
の
」
を
「
纐
別
者
》
鍵
け
ざ
匹
錠
。
。
」
、
「
概
念
」
を
「
普
遍
者
§
ぞ
興
ω
ρ
互
と
呼
ぶ
。

　
「
姻
別
者
」
と
「
普
遍
者
」
と
の
存
在
論
的
区
別
根
拠
は
、
命
題
と
い
う
複
合
体
中
で
論
理
的
主
語
で
あ
る
か
、
述
語
な
い
し
関
係
で

あ
る
か
、
と
い
っ
た
論
理
的
区
別
根
拠
に
基
く
と
い
う
よ
り
、
む
し
ろ
「
あ
る
空
手
関
係
は
、
そ
の
諸
道
の
異
他
性
象
く
Φ
邑
¢
を
含
意

（
3
）

す
る
」
と
い
う
認
識
論
的
根
拠
に
求
め
ら
れ
る
。
即
ち
「
個
別
者
」
は
、
時
間
の
う
ち
に
存
し
、
そ
れ
ら
の
属
す
る
空
間
に
お
い
て
陶
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

に
二
つ
以
上
の
場
所
を
占
め
え
な
い
存
在
者
で
あ
り
、
「
存
在
③
鉱
。
・
盆
郎
。
⑦
」
を
も
つ
の
に
対
し
、
「
普
遍
者
」
は
、
時
間
の
う
ち
に
は
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

在
せ
ず
、
一
つ
の
場
所
に
、
あ
る
関
係
を
も
て
ぽ
、
同
時
に
必
ず
他
の
場
所
に
も
そ
の
関
係
を
も
つ
こ
と
に
な
る
よ
う
な
存
在
者
で
あ
っ



て
、
「
普
遍
者
」
は
存
在
⑦
臨
興
せ
ず
し
て
、
単
に
存
立
す
る
鶏
ぴ
ω
瞳
的
な
い
し
有
を
も
つ
ゲ
p
〈
Φ
び
Φ
貯
ぴ
q
の
み
で
あ
り
、
「
普
遍
者
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

の
世
界
は
有
の
世
界
普
Φ
≦
霞
罷
鼠
げ
①
ぎ
σ
Q
で
あ
る
と
さ
れ
る
Q

　
と
こ
ろ
で
、
記
述
理
論
の
意
味
論
へ
の
直
接
の
帰
結
と
み
な
さ
れ
た
意
味
論
的
原
則
珊
μ
と
、
現
象
論
的
な
認
識
論
的
解
釈
に
基
く
意

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
α

味
論
的
原
則
m
と
の
問
に
間
隙
が
認
め
ら
れ
た
よ
う
に
、
記
述
理
論
に
よ
っ
て
整
理
さ
れ
た
存
在
論
上
の
「
も
の
」
と
「
概
念
」
と
が
、

認
識
論
上
の
見
知
り
の
対
象
に
限
定
さ
れ
る
べ
き
か
ど
う
か
疑
わ
し
い
。
　
「
も
の
し
に
は
、
物
理
的
対
象
℃
炉
矯
ω
圃
。
巴
。
ぼ
①
o
諾
も
含
ま
れ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
存
在
論
へ
の
笹
熊
理
論
の
直
接
的
震
献
に
つ
い
て
は
、
私
は
、
ω
非
本
来
的
寵
述
に
は
、
い
か
な
る
「
指
示
体
」

も
対
応
せ
ず
、
働
「
意
味
⑧
」
鋪
ち
「
指
示
概
念
」
は
、
「
概
念
」
と
い
う
抽
象
的
存
在
者
か
ら
消
去
さ
れ
て
よ
い
、
の
二
点
で
あ
る
と

考
え
る
。
論
理
的
見
地
か
ら
構
想
さ
れ
た
存
在
論
上
の
「
も
の
」
と
「
概
念
」
と
の
区
別
は
、
認
識
論
的
な
考
慮
に
主
に
依
拠
す
る
「
個

別
者
」
と
「
普
遍
老
」
と
の
区
別
と
は
一
応
独
立
と
考
え
ら
れ
る
。
　
「
も
の
」
と
「
概
念
」
が
、
見
知
り
の
対
象
で
あ
る
べ
し
と
い
う
存

在
論
上
の
要
請
は
、
記
述
理
論
に
特
定
の
認
識
論
的
解
釈
を
重
ね
あ
わ
せ
て
は
じ
め
て
可
能
で
あ
る
と
み
な
さ
れ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
存
在
論
が
、
雷
語
の
論
理
的
構
造
分
析
以
外
に
、
認
識
論
的
分
析
と
の
連
関
を
必
然
的
に
組
み
込
む
べ
き
か
否
か
、
更
に

一
般
的
に
言
え
ば
、
存
在
論
は
、
吾
々
の
欝
語
の
論
理
的
枠
組
や
認
識
構
造
と
、
真
に
必
然
的
な
相
関
関
係
に
あ
っ
て
、
そ
れ
ら
と
は
独

立
に
構
想
し
え
ぬ
も
の
な
の
か
ど
う
か
、
と
い
っ
た
問
題
は
、
も
は
や
小
論
の
範
囲
を
超
え
た
新
た
な
探
究
を
要
求
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
了
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THE　OUTLINES　OF　THE　MAIN

　　　ARTICLES　IN　THIS　ISSUE

Sig7zificance　of　Russell’s　Theory　of　DescriPtion　viewed　from　his

own　DeveloPment　in　Semantics　and　Ontology．

by　Nomoto　Kazuyuki

1．　There　are　two　semantical　princlpies　in　The　Principles　o∫Mα励切α彦ics

　　（1903）：

　　（1）　Every　word　occurring　in　a　sentence　indicates　a　certain　entity，

　　　　　a昼d脳st　have　a　psychOlog圭cal　mea且圭ng（i薮d三cat量on），

　　（2）　A　denoting　concept　denotes　a　thing　or　a　combination　of　things

　　　　　and　thtts　has　a　logical　meanlng　（denotation）．

2．　But　Russell－discovered　a　eifficulty　in　the　above－mentioned’　seman£ical

　　principles．　He　argued　in　“On　Denoting”　（1905）　that　we　could　not

　　succeed　in　both　preserving　the　connection　oi　meaning　（denoting

　　co薙cept）w亙th　den◎tation註nd圭隷prevent童難g　them　fro瓢beihg　one　and

　　the　same．　This　argument　shows　Russe！1’s　turning　point　in　semantics．

3．　19e5’s　Theory　of　Description　shows　that　a　denoting　phrase　is

　　essentialiy　part　of　a　sentence，　and　does　not，　like　most　slngle　words，

　　indicate　anyting．

　　　Thus　the　two　semantical　principles　are　modified　as　follows　：

　　（1）　Every　sing1e　word　in　a　sentence　has　a　rneaning　as　indication，

　　　　　but　a　denoting　phrase　or　descrlptlon　has　no　such　meaning　（denoting

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1



　　　　concept）　on　its　own　account．

（2）　】：t　圭s　mere王y　in　the　case　o｛　its　メ》roper　use　that　a　（玉e費鷺三te

　　　　descriptlon　denotes　a　unique　object　whlch　is　the　denotation　of　the

　　　　description．　These　tow　principles　are，　1　think，　all　that　directly

　　　　follows　in　semantics　from　the　Theory　of　Description．

（3）　Further，　Russell　proposes　an　epistemological　principle　in　・the

　　　　analysls　of　propositions，　namely，　that　every　proposition　that　we

　　　　can　understand　is　composed　wholly　of　real　entities　with　which　we

　　　　have　immediate　acquaintance．

　　1　think，　however，　this　prlnciple　of　reducibllity　to　acquaintance　is

logically　independent　from　the　Theory　of　Description，　although　it

may　be　takqn　as　one　of　its　possible　interpretations．

4．　Russell　rejected　his　own　populous　ontology　in　The　Principles　of

　　Mathematics，　because　in　such　an　ontology，　there　is　a　failure　of　a

　　robust　sense　for　reality．　This　change　in　his　ontology　began　with　his

　　criticism　of　Meinong’s　theory．

5．　The　Theory　of　Descrlption　made　necessary　the　following　changes

　　in　his　ontology：

　　（1　）　By　Occam’s　razor，　an　abstract　entity　such　as　meaning　（denoting

　　　　　　concept）　is　deleted　from　his　ontology　of　1903．

　　（2）　An　irnproper　descrlption　has　no　denotation．

　　　　Furtker，　Russell　lntroduced　a　d1stinction　between　particttlars　and

　　universa1s　based　mainly　on　an　epistemological　ground　other　than　that

　　of　the　distinction　between　things　and　concepts．

　　　　But　whether　things　should　be　restricted　to　the　objects　of　acqualn－

　　tance　is　questionable．
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